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で

じ

め

は

じ

め

乾
隆
二
二
(
一
七
五
七
)
年
、
外
国
商
船
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
園
の
東
イ
ン
ド
合
枇
船
お
よ
び
イ
ン
ド
か
ら
の
地
方
貿
易
船
〔

P
E
Z
ω
『
官
〕
)
は
来

航
を
「
慶
州
」

一
港
に
制
限
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
「
カ
ン
ト
ン
・
シ
ス
テ
ム

(
P
E
S
ω
3
5出
)
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
著
名
な
瞳
制
の
形

653 

キ
リ
ス
ト
殺
と
は
関
係
が
な
い
こ
と
が
特
質
と
さ
れ
、
そ
れ
が
敷
か
れ
た
理
由
と
し
て

(
l
)
 

従
来
か
ら
奉
げ
ら
れ
る
の
が
、
海
防
上
の
必
要
性
と
「
慶
州
」
貿
易
の
擁
護
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
一
八
世
紀
の
は
じ
め
に
す

成
に
つ
い
て
は
、

日
本
の
長
崎
の
場
合
と
は
異
な
り
、
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で
に
外
園
商
船
は
自
主
的
に
「
贋
州
」
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
数
隻
の
商
船
の
北
上
に
摘
護
さ
れ
た
措
置
と
し
て
は
、
こ
れ

は
い
か
に
も
唐
突
で
大
仰
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
制
度
化
は
軍
事
・
貿
易
と
い
う
一
般
的
問
題
を
越
え
た
大
き
な
背
景
の
存
在
を
珠
想
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

清
代
、
と
り
わ
け
康
照
二
三
(
一
六
八
四
)
年
以
降
、
貨
幣
と
商
品
が
融
通
無
碍
に
中
園
内
外
を
流
通
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
中
園
東
南
沿

海
地
方
の
民
間
商
人
が
活
溌
に
東
南
ア
ジ
ア
・
日
本
に
出
航
し
貿
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
制
限
さ
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
カ
ネ
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
の
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
お
け
る
唯
一
の
例
外
が
、
来
航
し
て
く
る
人
間
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教

師
と
外
国
商
人
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
園
の
束
イ
ン
ド
曾
壮
商
人
お
よ
び
イ
ン
ド
か
ら
の
地
方
貿
易
商
人
〔

hcEZ-
叶

g
r
g〕
)
た
ち
に
釘
す
る
目
立
っ
た

規
制
で
あ
り
、
彼
ら
が
集
中
さ
れ
た
の
が
「
慶
州
」
で
あ
っ
た
。
漠
然
と
「
麿
州
」
と
い
っ
て
も
、

ひ
と
た
び
ヒ
ト
と
い
う
一
貼
だ
け
に
覗
線

を
集
中
す
れ
ば
、
朝
貢
使
節
・
宣
教
師
・
外
国
商
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、
都
市
麿
州
(
以
下
、
「
麿
州
」
と
稽
す
る
)
と
襖
門
を
二
つ

(
2
)
 

の
焦
貼
と
す
る
特
別
な
空
間
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
だ
ち
に
理
解
で
き
る
〔
園
版
参
照
〕
。
朝
貢
・
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
・
来
航
民
間

貿
易
・
唐
州
・
渓
門
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
長
大
な
研
究
史
を
持
つ
問
題
群
は
、
こ
の
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
一
度
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

(
3
)
 

で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、

プ
リ
ン
ト

C
3
2
2
5
C
の
寧
波
来
航
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
一
港
集
中
の
決
定

が
、
慶
州
と
渓
門
を
二
つ
の
焦
貼
と
す
る
こ
の
遺
彊
の
空
聞
を
清
朝
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
一
連
の
過
程
|
|
す
な
わ
ち
宣
教
師
・
来
航
民
間

貿
易
・
朝
貢
と
い
っ
た
封
外
的
諸
要
素
を
、
明
確
な
意
志
を
以
て
こ
の
空
間
内
に
配
置
し
て
い
く
、
半
世
紀
に
わ
た
る
プ
ロ
セ
ス
|
|
の
一
ト

ビ
ッ
グ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
五
つ
の
問
題
群
を
ひ
と
つ
に
つ
な
ぎ
と
め
、
こ
の
空
聞
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
契
機
と
な
っ
た
の

は
、
清
朝
に
お
け
る
宣
教
師
の
排
除
と
い
う
運
動
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
劃
期
と
な
っ
た
の
は
、

年
で
は
な
く
、
「
防
範
外
夷
規
候
」
の
制
定
に
よ
っ
て
外
国
商
人
た
ち
が
最
終
的
に
浪
門
に
排
除
さ
れ
た
乾
隆
己
卯
の
年
、
す
な
わ
ち
乾
隆
二

(
4
)
 

四
(
一
七
五
九
)
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
港
集
中
が
決
定
さ
れ
た
乾
隆

十

11 

40 

寸11 



」

「

11 

655 

A:開閉

B:漠門豚丞衛門 \一一一~
C:卑海開演門綿、ロ ペ ζ 正一¥

D:プライア・グランデ(南海)ノ戸 / 
E :横椙 ~ニ~ ~、τJ
F :獅子、洋 '--一一/

ど三ラア

C 

D 

~ 

門

¥ド¥¥ c~ //A 
fo 

Y柏、

ぷ三〉 'f'¥ ¥ ノ -
ノ苦る2ミ子、 ぷ之

¥¥¥  d 漠
〆手、

。 前山J 品ぷJ
開「どっ::ZEり舟(ぞJ月J、串島ノ品

"" 

仇 / β う昨 月
ノ0i'>-

外 爪 O
j手¥ ぷ詰¥ メ「 戸 ハ香山県系城p

/ /ぷ 下

3工
ノおへ 戸子1

爪 l /ヘ ¥A
ノ品、

(中圏第一悟史楢案館 .i奥門一園同制研究中心選編 ri奥門係史地岡精選j(華文出版前1

2000年)75頁 li奥門国説」より作成)

41 

寸

L 

法制

行

ヨ白骨

そ時
〉ト

廿

卜:
国

"in 

N 

ζs; コ占

8 

国

玉事

11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
国
中
日
宍
)
寸
・

3

E
待

ー「

656 

康

照
ー
ー
遷
界
令
の
解
除
か
ら

清
初
、
鄭
氏
の
海
上
勢
力
を
掃
討
す
る
た
め
、
順
治
一
八
(
一
六
六
一
)
年
か
ら
遷
界
令
が
施
行
さ
れ
、
決
門
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
も

の
を
の
ぞ
き
、
民
間
貿
易
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
鄭
氏
鎮
匡
後
、
遷
界
令
の
解
除
に
績
き
、
康
照
二
三
(
一
六
八
四
)
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
、
慶
州
・
慶
門
な
ど
五
つ
の
港
が
民
間
貿
易
の
た
め
に
聞
か
れ
、
海
闘
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
国
商

(
5
)
 

人
た
ち
は
五
港
に
自
由
に
来
航
し
、
開
港
都
市
内
で
あ
れ
ば
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
外
園
商
人
た
ち
は
そ

の
船
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
た
ち
を
同
乗
さ
せ
た
か
ら
、
楊
光
先
の
迫
害
(
一
六
六
四
年
)
以
来
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
ま
た
渡
門
を
経
由

す
る
以
外
は
園
内
に
自
由
に
入
れ
な
か
っ
た
宣
教
師
た
ち
は
、
以
後
、
五
港
を
通
じ
て
園
内
外
を
自
由
に
出
入
・
移
動
し
、
各
地
に
定
居
を
作

(
6
)
 

っ
た
の
で
あ
る
。
五
港
内
で
は
、
外
園
商
人
た
ち
は
数
舎
を
訪
問
し
て
宣
教
師
た
ち
と
の
関
係
を
保
ち
、

一
方
、
宣
教
師
た
ち
の
方
は
有
能
で

(
7
)
 

信
頼
で
き
る
中
国
商
人
を
紹
介
す
る
な
ど
、
事
情
に
疎
い
外
圃
商
人
た
ち
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
園
っ
て
い
た
。

襖
門
は
遷
界
令
の
適
用
を
克
除
さ
れ
、
康
配
…
一
九
(
一
六
八
O
)
年
に
は
、
慶
州
の
中
園
商
人
と
襖
門
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
が
陸
路
を
使
つ

五
港
開
港
に
と
も
な
い
、
あ
ら
た
に
卑
海
開
決
門
総
口
が
設
け
ら
れ
、
決
門
の

て
境
界
の
閥
閑
に
赴
い
て
行
う
貿
易
が
許
可
さ
れ
て
い
た
が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、

(
日
)

よ
う
に
な
っ
た
。

マ
ニ
ラ
か
ら
襖
門
に
来
航
し
た
ス
ペ
イ
ン
商
人
、
そ
し
て
慶
州
の
公
行
商
人
が
、
慶
州
と
渓
門
の
聞
を
定
期
的
に
往
来
す
る

一
方
、
慶
州
に
お
け
る
来
航
民
間
貿
易
に
つ
い
て
は
、

五
港
開
港
直
後
の
康
照
二
回
(
一
六
八
五
)
年
に
、

一
連
の
入
港
の

(
9
)
 

手
積
き
|
|
虎
門
か
ら
珠
江
に
入
り
、
商
船
と
船
員
は
黄
捕
で
停
泊
・
滞
留
、
商
品
と
船
長
・
商
人
の
み
が
慶
州
に
赴
く
が
確
立
し
た
。

開
港
後
の
慶
州
に
お
い
て
も
、
外
国
商
人
た
ち
の
行
動
が
一
八
世
紀
後
竿
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
制
限
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

一
七

O
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
属
州
を
訪
れ
た
ハ
ミ
ル
ト
ン

E
F
E
E
2
E
E
Eロ
)
が
、
慶
州
域
内
外
を
自
由
に
行
き
来
し
、
鎮
海

(

川

山

)

棲
や
城
内
の
牌
棲
な
ど
を
描
寓
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
同
じ
一
七

O
四
年
に
滞
在
し
た
ロ
ッ
キ
ヤ

1
2
E
H
-
2
「

2
Z
2
)
は、

l土麿
州
域
内
外
の
街
路
の
生
き
生
き
と
し
た
描
寓
に
加
え
て
、
中
国
商
人
た
ち
が
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
商
品
を
携
え
て
自
由
に
出
入
り

十
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し
て
い
た
こ
と
、
商
品
が
手
配
さ
れ
て
い
る
聞
に
は
、
卑
海
闘
の
官
吏
や
地
方
官
な
ど
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
饗
履
に
あ
ず
か
る
た
め
に
フ

ア
ク
ト
リ
l
に
や
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
を
遮
べ
、
外
圃
人
と
慶
州
の
官
吏
・
市
民
と
の
聞
に
疎
隔
が
な
く
、
そ
の
聞
係
も
お
お
む
ね
良
好
な
も

(
日
)

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

麿
東
に
お
い
て
も
、
外
国
商
人
た
ち
に
比
べ
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
た
ち
は
い
っ
そ
う
自
由
に
往
来
し
て
い
た
。
康
照
三
回
(
一
六
九

五
)
年
と
三
六
年
に
慶
州
に
滞
在
し
て
い
た
カ
レ
リ
(
の
OBo--H(U22)
は
、
演
門
か
ら
中
園
に
入
る
た
め
、
念
の
た
め
卑
海
闘
渓
門
線
口
で

康
州
に
赴
く
た
め
の
通
行
許
可
誼
を
取
得
し
た
が
、
(
署
員
際
は
水
路
で
慶
州
に
入
る
と
き
の
検
査
も
形
式
的
で
、
小
船
に
同
乗
し
た
中
国
人
の
態

(ロ)

度
も
き
わ
め
て
丁
重
だ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
慶
州
到
着
後
は
、
一
一
人
の
中
圃
人
召
使
い
を
連
れ
て
の
北
京
放
行
の
期
間
を
の
ぞ
い
て
(
そ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
舎
の
宣
教
師
が
郊
外
に
所
有
し
て
い
た
数
舎
に
宿
泊

の
開
ず
っ
と
通
行
許
可
設
な
し
で
す
ま
せ
た
、
と
カ
レ
リ
は
自
慢
し
て
い
る
)
、

し
、
暇
を
見
つ
け
て
は
内
城
・
外
城
を
気
ま
ま
に
見
撃
し
て
い
た
。
新
年
を
迎
え
た
属
州
城
内
外
の
に
ぎ
わ
い
を
活
寓
し
た
箇
所
、
線
督
が
滞

在
し
て
い
る
街
門
の
中
に
ま
で
入
り
込
み
、
巡
撫
以
下
の
諸
官
が
暇
を
告
げ
る
様
子
を
観
察
し
て
い
る
部
分
な
ど
は
、

そ
の
な
か
で
も
と
り
わ

け
精
彩
の
あ
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

昔
時
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
舎
の
宣
教
師
は
、
内
城
・
郊
外
に
数
舎
と
修
道
院
を
所
有
し
、
多
く
の
中
園
入
信
者
を
抱
え
て
い
た
。
さ
ら
に
中
園

入
信
者
の
た
め
に
、
小
さ
な
救
舎
を
建
て
る
土
地
を
郊
外
に
購
入
し
、
風
水
を
乱
す
と
い
う
理
由
で
住
民
の
反
封
に
遭
っ
た
が
、
総
督
の
命
に

よ
っ
て
調
停
の
た
め
の
官
の
介
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
舎
の
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
も
、
教
舎
を
建
て
る
た
め

に
家
屋
を
購
入
し
て
い
た
。
慶
州
滞
在
中
、

カ
レ
リ
は
こ
れ
ら
の
宣
教
師
た
ち
の
数
舎
を
頻
繁
に
訪
問
し
て
い
る
。
蹄
固
に
際
し
て
は
、
今
度

は
前
山
棄
を
通
る
陸
路
で
渓
門
と
慶
州
を
往
復
し
て
準
備
を
重
ね
た
後
、
湊
門
の
卑
海
闘
で
荷
物
の
検
査
を
受
け
中
国
を
離
れ
た
。

カ
レ
リ
の
出
園
の
一
年
中
十
後
に
慶
州
に
到
着
し
た
フ
ラ
ン
ス
船
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
ト

E
B
B
H
E
E
競
に
は
、
康
照
帝
の
命
で
蹄
欧
し
再
来

657 

華
し
た
ブ
l
ヴ
ェ

C
C出品

E
切

S
Z
H
)
が
同
乗
し
て
い
た
た
め
、
首
時
の
宣
教
師
た
ち
が
も
っ
て
い
た
力
と
、
外
国
商
人
た
ち
の
た
め
に
彼

(
日
)

ら
が
は
か
つ
て
い
た
便
宜
の
大
き
さ
と
を
う
か
が
う
恰
好
の
例
と
な
っ
て
い
る
。
ブ

1
ヴ
ェ
は
、
た
ん
な
る
民
間
商
船
に
す
ぎ
な
い
ア
ン
フ
イ

十

11 
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ト
リ
ト
競
を
、
あ
た
か
も
ル
イ
一
回
世
が
祇
遣
し
た
兵
船
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
特
別
の
待
遇
を
要
求
し
た
た
め
、
民
間
貿
易
で
な
け
れ

ぱ
朝
貢
と
い
う
よ
う
に
、
裁
然
と
分
か
た
れ
た
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
し
か
頭
に
な
い
卑
海
闘
を
困
惑
さ
せ
た
が
、
結
局
、
巡
撫
は
ブ
l
ヴ
ェ
の

主
張
を
容
れ
、
ラ
・
ロ
ッ
ク

(E
一月
2
5
)
船
長
以
下
は
城
内
の
公
館
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ラ
・
ロ
ッ
ク
は
さ
ら
に
衛
兵
を
連
れ
て

(
H
)
 

慶
州
域
内
を
通
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
、
関
税
も
や
が
て
康
照
帝
の
救
命
で
克
除
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
昔
時
、
東
イ
ン
ド
舎
一
祉
の
管
貨
人
三
人
と
書
記
二
人
、
そ
の
他
の
フ
ラ
ン
ス
人
六
人
を
唐
州
に
留
め
て
お
り
、
倉
庫
も
所
有
し

(
日
)

て
い
た
が
、
今
回
、
来
航
し
た
管
貨
人
た
ち
は
あ
ら
た
に
商
館
を
手
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
家
屋
の
購
入
を
許
可
さ
れ
た
。
商
人
た
ち
は
内

(
日
)

城
・
外
城
と
も
に
白
由
に
移
動
、
観
察
し
、
黄
捕
に
滞
留
し
て
い
た
船
員
た
ち
も
陸
に
上
が
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。

ア
ン
フ
ィ
ト
リ
ト
競
の
宣
教
師
た
ち
は
、
慶
州
到
着
後
、
数
宅
で
康
照
帝
の
救
識
の
惇
達
を
受
け
、
ブ

l
ヴ
ェ
は
五
人
の
宣
教
師
を
率
い
て

(
口
)

上
京
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
建
り
の
者
は
圏
内
布
数
の
自
由
を
輿
え
ら
れ
た
。
ブ

l
ヴ
ェ
の
上
京
前
、
黄
捕
に
滞
留
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人

船
員
た
ち
の
病
合
が
盗
難
に
遭
う
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
が
、
ブ
l
ヴ
ェ
の
友
人
で
あ
る
地
方
官
は
た
だ
ち
に
協
力
を
約
束
し
た
。
ま
た
そ

の
後
、
病
人
と
食
糧
を
安
置
す
る
た
め
の
家
を
選
び
た
い
の
で
人
を
遣
わ
し
て
く
れ
る
よ
う
ブ

1
ヴ
ェ
が
巡
撫
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
ブ

l
ヴ

エ
が
直
接
出
向
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
要
求
は
問
題
な
く
聞
き
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
地
方
官
は
回
答
し
た
。
結
局
、
ブ
l
ヴ
ェ
と
ラ
・

ロ
ッ
ク
は
、
黄
捕
よ
り
四
分
の
一
リ
1
グ
南
に
あ
る
村
の
土
寸
廟
を
借
り
、
病
人
な
ど
を
そ
こ
に
運
び
入
れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
宣
教
師

た
ち
の
持
つ
力
の
大
き
さ
は
、

ト
ゥ
ル
コ
ッ
テ
ィ
師

(
P
E叶
R
8
5
都
加
椋
)
が
建
て
さ
せ
た
、
昔
時
の
唐
州
で
最
も
吐
麗
な
建
築
物
で
あ

っ
た
数
舎
を
低
く
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
壊
せ
、
と
民
衆
が
要
求
し
た
の
に
封
し
て
、
官
蚕
師
に
封
す
る
康
照
帝
の
愛
顧
を
理
由
に
地
方
官

(
路
)

が
そ
れ
を
突
っ
ぱ
ね
た
、
と
い
う
一
件
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
港
が
聞
か
れ
て
二

O
年
が
た
つ
た
康
鼎
四
三
(
一
七

O
四
)
年
に
、
時
相
次
化
の
最
初
の
兆
し
が
訪
れ
た
。
そ
れ
ま
で
東
南
沿
海
地
方
の
舟

山
・
慶
州
、
そ
し
て
と
り
わ
け
慶
門
に
来
航
し
て
交
易
を
行
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
船
が
、
舟
山
・
慶
門
を
捨
て
て
慶
州
だ
け
に
入
港
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
が
舟
山
・
慶
門
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
二
つ
の
都
市
に
お
け
る
濁
占
商
人
の
存
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(

刊

日

)

在
と
阻
規
の
増
大
、
港
湾
機
能
の
低
さ
な
ど
を
嫌
っ
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
側
の
自
主
的
な
選
揮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
船
は

(
初
)

慶
州
の
み
に
入
港
す
る
こ
と
が
慣
例
化
し
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
た
ち
は
年
ご
と
に
種
々
の
特
権
を
卑
海
開
か
ら
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

宣
教
師
に
つ
い
て
は
、
康
照
四
四
(
一
七
O
五
)
年
、
康
回
…
帝
が
ロ

1
マ
教
皇
の
使
節
ト
ゥ
ル
ノ
ン

(
2
E
2
叶
吉
田
監
三

2
-
E
L
P
叶
O
R

ロ
ロ
ロ
多
羅
)
と
一
帽
建
代
牧
メ
グ
ロ
(
(
リ
E
H
-
2
Z
2問
HO門
顔
首
)
を
謁
見
し
て
か
ら
典
櫨
問
題
が
本
格
化
し
、
康
照
四
七
年
ま
で
に
、
す
で
に
来
華

し
て
い
る
宣
教
師
の
内
、
「
利
璃
賓
の
規
矩
」
(
遁
陰
主
義
的
布
救
方
法
)
に
し
た
が
い
、
永
遠
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
蹄
園
し
な
い
こ
と
を
誓
う
者
は
、

(
乱
)

康
照
帝
が
謁
見
の
上
、
印
票
を
給
付
し
、
行
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
引
き
績
き
各
地
方
に
留
佐
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
ま
た
新
来
の
「
西

洋
人
」
の
内
、
技
委
あ
る
者
も
し
く
は
醤
者
で
、
永
遠
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
蹄
圃
し
な
い
こ
と
を
誓
う
者
は
、
北
京
に
迭
ら
れ
る
こ
と
が
決
め
ら

(
泣
)

れ
た
。

一
方
、
す
で
に
来
華
し
て
い
る
宣
教
師
の
内
、
印
票
を
給
付
す
る
か
ど
う
か
が
ま
だ
未
決
定
の
者
と
、
新
来
の
「
西
洋
人
」
で
皐
聞
が

な
く
停
敬
だ
け
が
目
的
の
者
は
、
慶
州
で
待
機
さ
せ
る
こ
と
(
前
者
は
贋
州
で
の
「
修
行
」
の
み
が
許
さ
れ
布
教
禁
止
、
後
者
は
し
ば
ら
く
慶
州
に
と

(
お
)

ど
め
他
省
に
行
か
せ
な
い
)
、
ま
た
す
で
に
来
華
し
て
い
る
宣
教
師
の
内
、
「
利
璃
賓
の
規
矩
」
に
し
た
が
わ
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
印
票
を
給
付

(
出
)

せ
ず
、
渡
門
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
宣
教
師
た
ち
が
所
持
し
て
い
る
「
印
票
」
の
員
備
に
封
す
る
各
省
か
ら
の
問
い

(
お
)

合
わ
せ
が
積
出
し
た
の
で
、
結
局
、
給
票
の
有
無
を
記
し
た
リ
ス
ト
を
櫨
部
を
通
じ
て
各
省
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
給
票
の
施
策

は
必
ず
し
も
最
密
に
は
施
行
さ
れ
ず
、
印
票
を
持
た
な
い
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
布
救
も
密
か
に
縫
績
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
グ
レ
イ
ゾ

l
ン
と

し
て
の
贋
州
を
境
に
内
と
外
を
隔
て
る
と
い
う
こ
の
庭
置
に
よ
っ
て
、
先
立
つ
時
期
に
き
わ
だ
っ
て
い
た
、
園
境
を
越
え
る
宣
教
師
た
ち
の
白

(
一
七
二
乙
年
六
月
に
は
康
束
の
地
方
官
に
よ
る
浪
門
の
覗
察
が
行

(
お
)

わ
れ
て
お
り
、
省
城
慶
州
に
一
過
近
し
「
民
夷
混
居
」
し
て
い
た
渓
門
の
動
向
に
針
す
る
昔
時
の
注
意
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

由
な
移
動
は
ほ
と
ん
ど
切
断
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
康
照
五
一

宣
教
師
に
針
す
る
官
僚
た
ち
の
根
深
い
反
感
は
、
康
照
五
六
(
一
七
一
七
)
年
の
唐
東
褐
石
鎮
総
兵
陳
昂
の
上
奏
と
そ
の
後
の
や
り
と
り
の

(

訂

)

(

お

)

い
っ
そ
う
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
康
照
五
三
年
に
慶
門
で
起
き
た
イ
ギ
リ
ス
船
ア
ン

(E己
競
事
件
を
理
由
に
、
慶
州
に
入
港
す
る
外

中
で
、

659 

園
商
船
の
管
理
の
巌
格
化
(
入
港
の
際
の
火
砲
の
撤
去
、
あ
ら
た
に
一
所
を
設
け
て
の
外
国
商
人
た
ち
の
拘
束
・
管
理
、

一
隻
ご
と
の
入
港
と
貿
易
)
を
主
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張
し
た
陳
昂
は
、
同
じ
奏
摺
の
中
で
、
「
紅
毛
」

の
不
穏
な
る
同
類
と
し
て
宣
教
師
の
追
放
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
慶
州
は
、
内
外

に
数
堂
が
あ
ふ
れ
、
加
え
て
同
類
の
洋
船
が
叢
集
し
て
い
る
、
互
い
に
通
じ
合
っ
て
事
を
起
こ
す
や
も
し
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
滋
蔓
を
防
ぐ
べ

く
早
急
に
禁
絶
せ
よ
、
と
い
う
の
が
そ
の
主
張
で
あ
っ
た
。
宣
教
師
た
ち
も
こ
れ
に
封
抗
し
て
長
丈
の
嘆
願
書
を
上
呈
し
、
さ
ら
に
康
照
帝
に

謁
見
し
て
直
接
嘆
願
を
行
っ
た
。
結
局
、
九
卿
合
同
議
と
兵
部
の
議
覆
が
陳
昂
の
上
奏
を
支
持
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
康
照
帝
の
上
識
は
「
西

洋
人
に
つ
い
て
は
、
敷
年
待
ち
、
旨
を
得
て
か
ら
禁
止
を
行
わ
し
め
よ
」
と
い
う
歯
切
れ
が
悪
く
、

か
つ
暖
昧
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ

る

(
M
U
)
 

以
後
、
そ
の
末
年
に
至
る
ま
で
、
印
票
を
有
し
て
い
る
宣
教
師
た
ち
に
封
し
て
康
照
帝
は
寛
容
で
あ
り
、
ま
た
陳
昂
の
上
奏
を
受
け
て
、
印

(
却
)

票
を
持
た
な
い
宣
教
師
を
慶
州
で
捜
索
し
一
箇
所
に
集
め
る
よ
う
督
撫
に
最
命
は
し
た
け
れ
ど
も
、
演
門
へ
の
迫
放
が
賓
際
に
ど
こ
ま
で
徹
底

さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
康
照
帝
は
、

ロ
ー
マ
教
皇
が
遣
わ
し
た
二
人
目
の
使
節
メ
ッ
ザ
パ
ル
パ
古
色
。
〉
B
r
g
m
5

足。

N
S
E
H
E
嘉
梁
)
に
針
し
て
、
教
皇
令
は
中
国
の
道
理
に
大
い
に
惇
る
か
ら
、
天
主
数
は
中
国
で
は
禁
じ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

惇
教
の
「
西
洋
人
」
は
無
用
に
つ
き
西
洋
に
連
れ
て
蹄
ら
せ
る
こ
と
、
技
塞
の
人
の
留
用
お
よ
び
老
い
て
病
を
持
つ
宣
数
師
の
滞
留
は
許
す
が
、

こ
れ
は
自
ら
「
修
道
」
を
行
う
の
を
許
す
だ
け
で
、
停
教
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
を
停
え
さ
せ
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
は

(
況
)

禁
止
し
た
ほ
う
が
面
倒
が
少
な
い
、
と
い
う
株
批
ま
で
加
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
商
船
が
麿
州
で
「
佐
多
」
(
貿
易

の
シ
ー
ズ
ン
以
外
に
も
滞
留
す
る
こ
と
)
し
な
い
よ
う
、
速
や
か
に
貿
易
を
完
了
し
て
時
固
さ
せ
る
こ
と
を
、
雨
贋
総
督
か
ら
洋
行
・
通
事
に
強

(

竹

山

)

く
う
な
が
す
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。
結
局
、
こ
の
よ
う
な
暖
昧
さ
を
捨
て
、
印
票
の
有
無
を
問
わ
ず
、
宣
教
師
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
排

除
が
決
定
的
に
融
行
さ
れ
る
に
は
、
嘉
正
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

車

正

薙
正
元
(
一
七
二
一
二
)
年
、
一
帽
建
省
一
帽
安
牒
で
ド
ミ
ニ
コ
舎
宣
教
師
の
布
殺
が
摘
設
さ
れ
た
。
二
人
の
宣
数
師
が
生
員
の
家
に
隠
れ
て
布
教

十
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を
行
い
、
入
教
の
監
生
・
生
員
は
十
鈴
人
、
入
殺
し
て
い
る
城
郷
の
男
女
は
数
百
人
に
の
ぼ
る
、
城
内
外
に
建
設
さ
れ
た
男
女
天
主
堂
は
一
五

(
お
)

箇
所
、
瞳
拝
日
に
は
数
百
人
の
男
女
が
一
堂
に
合
し
て
い
る
、
と
七
月
二
九
日
の
闘
漸
細
川
督
満
保
の
奏
摺
は
報
告
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
一
不
し

(
社
)

合
わ
せ
て
い
た
結
果
と
思
わ
れ
る
こ
の
奏
摺
を
き
っ
か
け
に
、
宣
教
師
た
ち
の
決
定
的
な
排
除
が
始
ま
っ
た
。

奏
摺
の
中
で
満
保
は
、
宣
教
師
二
人
は
す
で
に
例
に
照
ら
し
て
渓
門
に
迭
り
、
天
主
堂
は
以
後
、
書
院
・
義
阻
甲
子
・
嗣
堂
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
、
入
教
の
男
女
を
棄
殺
さ
せ
る
よ
う
監
生
・
生
員
に
命
じ
、
地
方
に
巌
禁
の
告
示
を
出
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
後
、
京
師
に
居
住
す
る

こ
と
を
許
可
し
た
「
西
洋
人
」
以
外
は
、
以
後
各
省
に
滞
在
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
京
師
に
迭
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
渡
門
に
迫
放
し
、
各
省

の
天
主
堂
は
別
の
用
途
に
使
用
し
再
建
さ
せ
な
い
よ
う
請
願
し
た
。
こ
れ
に
封
す
る
嘉
正
帝
の
株
批
は
、
「
爾
の
こ
の
奏
は
は
な
は
だ
よ
ろ
し

ぃ
。
爾
の
い
う
通
り
に
慮
理
せ
し
め
、
述
べ
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
題
本
で
具
奏
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(
お
)

一
O
月
二
四
日
の
満
保
の
題
本
に
封
し
て
、
嘉
正
帝
は
「
該
部
議
奏
せ
よ
」
と
指
示
し
、
こ
れ
を
受
け
て
二
一
月
一
四
日
に
嘩
部

そ
の
後
、

の
允
禍
が
、
満
保
の
請
願
を
よ
り
細
密
に
し
た
題
請
を
行
っ
た
。
暦
数
に
精
通
す
る
か
技
能
あ
る
者
は
京
師
に
迭
っ
て
奉
仕
さ
せ
る
が
、
そ
れ

以
外
の
者
は
渓
門
に
迭
る
こ
と
、

か
つ
て
内
務
府
が
護
給
し
た
印
票
は
調
査
の
う
え
浸
牧
し
、
瞳
部
か
ら
内
務
府
に
迭
っ
て
麿
棄
す
る
こ
と
、

天
主
堂
は
公
所
に
改
め
る
こ
と
、
入
数
者
は
改
宗
さ
せ
、
そ
れ
で
も
な
お
「
衆
を
緊
め
て
経
を
諭
む
」
者
は
重
罪
に
あ
て
る
こ
と
、
禁
令
を
勘

行
せ
ず
隠
匿
し
て
報
告
を
行
わ
な
い
地
方
官
は
、
督
撫
が
調
査
弾
劾
し
巌
し
く
議
慮
を
加
え
る
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
封

し
て
一
一
一
月
一
七
日
に
、
各
地
方
で
騒
擾
が
起
き
な
い
よ
う
、
宣
教
師
の
移
迭
に
際
し
て
は
半
年
か
散
か
月
の
猶
珠
を
輿
え
、
官
が
護
迭
す
る

(
お
)

ょ
う
指
示
し
た
上
で
、
「
議
に
依
れ
」
と
い
う
羅
正
帝
の
旨
が
下
さ
れ
た
。

宣
教
師
た
ち
の
渡
門
へ
の
駆
逐
と
い
う
こ
の
事
態
に
針
し
て
、
嘉
正
二
年
五
月
、
渡
門
と
は
異
な
り
、
慶
州
は
外
国
商
船
が
頻
繁
に
来
航
す

る
た
め
、
宣
教
師
の
蹄
固
に
よ
り
便
利
で
あ
る
こ
と
、
宣
教
師
た
ち
の
出
身
園
は
一
様
で
は
な
い
か
ら
、
決
門
在
住
の
西
洋
商
人
を
一
概
に
頼

れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
宮
中
の
宣
教
師
た
ち
に
と
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
郷
か
ら
の
通
信
の
仲
介
を
す
る
た
め
に
も
、
唐
州
に
宣
教
師

661 

が
滞
在
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
理
由
を
奉
げ
た
宮
中
の
宣
教
師
ケ
グ
レ
ル

(HmEgp四
百
戴
進
賢
)
の
請
願
が
あ
り
、
結
局
、
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662 

移
迭
先
と
し
て
渓
門
・
贋
州
の
ど
ち
ら
か
を
宣
教
師
に
選
ば
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
贋
州
に
迭
ら
れ
た
者
で
、
老
人
・
病
人
お
よ
び
蹄
園

(
幻
)

を
願
わ
な
い
者
は
、
外
出
し
た
り
布
教
を
行
っ
た
り
し
な
い
か
、
ぎ
り
は
、
唐
州
の
天
主
堂
に
居
住
す
る
事
が
許
さ
れ
た
。

(
お
)

す
で
に
康
鼎
四
三
(
一
七
O
四
)
年
以
降
、
外
国
商
船
は
慶
州
の
み
に
入
港
す
る
こ
と
が
慣
例
化
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
あ
ら
た
に
宣

教
師
た
ち
が
集
中
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
慶
州
と
襖
門
を
二
つ
の
焦
黙
と
す
る
こ
の
遺
彊
の
空
聞
が
一
瞳
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ

の
管
理
に
特
別
の
閲
心
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
漉
門
で
は
人
口
と
「
洋
船
」
の
数
量
の
調
査
が
雨
慶
線
督
孔
銃
殉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

こ
れ
以
上
の
人
口
流
入
を
避
け
る
た
め
に
、
あ
ら
た
な
「
洋
船
」

の
購
入
の
禁
止
(
額
船
制
度
)
と
「
西
洋
人
」
が
み
だ
り
に
漉
門
に
来
航
・

居
留
す
る
こ
と
の
禁
止
が
提
議
さ
れ
た
。
ま
た
「
香
山
襖
門
園
」
が
描
か
れ
て
御
覧
に
呈
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
黄
捕
に
停
泊
し
慶
州

で
交
易
す
る
来
航
民
間
貿
易
に
つ
い
て
は
、
乗
組
員
た
ち
は
黄
捕
の
船
上
で
待
機
し
兵
丁
の
監
覗
を
受
け
る
こ
と
と
、
慶
州
に
お
け
る
貿
易
を

公
平
に
行
う
こ
と
で
、
交
易
終
了
後
す
み
や
か
に
外
国
商
船
を
蹄
固
さ
せ
る
べ
き
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
虎
門
と
浪
門
は
省
城
の
門
戸
と
し

(
却
)

て
最
も
緊
要
で
あ
る
と
し
て
、
海
道
と
砲
憂
の
状
況
が
孔
銃
殉
に
よ
っ
て
査
察
さ
れ
た
の
も
こ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。

羅
正
一

O
(
一
七
三
二
)
年
七
月
二
日
、
慶
州
に
お
い
て
宣
教
師
コ
ル
ド
ス

(
P
E
g
g
p
の口三
2
方
玉
章
)
ら
が
大
規
模
な
布
教
を
ひ
そ

か
に
行
っ
て
い
る
の
を
摘
設
し
た
、
と
署
理
贋
束
総
督
部
禰
達
が
上
奏
し
た
。
新
奮
雨
城
の
閥
府
内
外
に
男
天
主
堂
と
女
天
主
堂
が
そ
れ
ぞ
れ

八
箇
所
ず
つ
あ
り
、
遠
近
の
男
子
約
一
高
人
、
女
子
約
二
千
絵
百
人
が
金
銭
に
つ
ら
れ
、
祖
宗
父
母
の
一
刺
主
を
踏
み
、
十
字
架
の
前
で
焼
き
は

ら
っ
て
入
敬
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
底
分
を
引
き
延
ば
せ
ば
人
心
風
俗
の
憂
い
を
な
す
と
し
て
郭
禰
達
は
、
慶
州
の
宣
教
師

は
た
だ
ち
に
漉
門
に
迭
り
、
船
を
待
っ
て
秋
に
は
開
園
さ
せ
る
こ
と
、
天
主
堂
は
公
所
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
住
居
と
し
て
良
民
に
官
責
す
る

こ
と
、
決
門
の
「
西
洋
人
」
は
交
易
以
外
の
目
的
で
麿
州
に
来
て
は
な
ら
な
い
し
、
海
闘
監
督
も
用
の
な
い
「
西
洋
人
」
が
決
門
か
ら
慶
州
に

来
る
こ
と
を
軽
々
に
許
可
し
な
い
、
な
ど
の
施
策
を
す
で
に
貰
行
し
つ
つ
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
賓
際
、
こ
の
奏
摺
に
先
立
つ
六
月
二
七
日

に
は
、
三
日
以
内
に
浪
門
へ
出
立
す
る
よ
う
宣
教
師
た
ち
に
m
厳
命
し
た
、
署
理
虞
東
巡
撫
湯
、
水
斌
ら
と
の
聯
街
の
布
告
が
数
宅
に
貼
り
附
け
ら

れ
、
奏
摺
の
日
附
で
あ
る
七
月
一
一
日
に
は
す
で
に
移
動
は
完
了
し
て
い
た
。
薙
正
二
年
の
時
と
は
異
な
り
、
宣
教
師
た
ち
の
渓
門
へ
の
追
放
は
、
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(
判
)

今
回
は
た
だ
ち
に
賓
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
と
き
、

フ
ァ
ク
ト
リ
l
白
瞳
は
慶
州
に
残
し
た
ま
ま
、
外
国
商
船
の
停
泊
地
の
方
を
慶
州
か
ら
遠
ざ
け
る
と
い
う
目
的
で
、
ま
ず

一
民
東
右
翼
鎮
線
兵
李
維
揚
が
、
康
照
五

O
年
以
前
の
例
に
か
え
っ
て
虎
門
の
海
口
に
外
園
商
船
を
湾
泊
さ
せ
る
こ
と
を
上
奏
し
、

さ
ら
に
こ
れ

を
う
け
て
署
理
慶
東
総
督
部
調
達
が
、
決
門
の
商
船
と
と
も
に
渓
門
海
口
の
投
青
角
地
方
に
停
泊
さ
せ
、
貨
物
は
小
船
で
慶
州
の
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ま
で
搬
運
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
結
局
、
渡
門
総
督
の
医
力
を
受
け
た
渡
門
議
事
舎
の
反
封
決
議
な
ど
の
た
め
に
賓
行
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
議
論
は
、
乾
隆
の
初
年
に
い
た
っ
て
、
黄
捕
に
滞
留
し
て
い
た
船
員
が
誤
っ
て
郷
民
を
殺
傷
し
た
こ
と
か
ら
再
燃
す
る
が
、

(
必
)

今
度
は
部
調
達
の
反
封
で
賓
行
さ
れ
ず
、
結
局
、
宣
教
師
た
ち
に
績
く
外
園
商
人
た
ち
の
湊
門
へ
の
排
除
は
、
慶
州
と
湊
門
が
つ
く
る
遺
彊
の

空
間
に
封
す
る
そ
の
後
の
管
理
の
い
っ
そ
う
の
椴
密
化
と
、
乾
隆
一
一
(
一
七
四
六
)
年
以
降
に
お
け
る
全
国
規
模
の
布
教
の
護
畳
・
摘
護
の

プ
リ
ン
ト
の
寧
波
来
航
・
天
津
控
告
事
件
を
直
接
の
契
機
と
し
て
、
乾
隆
二
四
(
一
七
五
九
)
年
に
い
た
っ
て
や
や
達
っ

二
つ
を
背
景
と
し
、

た
か
た
ち
で
賓
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

幸吉

隆
|
|
「
防
範
外
夷
規
候
」
ま
で

(a) 

襖
門
海
防
同
知
と
浪
門
居
留
の
公
認

羅
正
八
(
一
七
三
O
)
年
に
は
す
で
に
、
香
山
鯨
牒
丞
一
名
を
増
設
し
て
前
山
泰
に
駐
笥
さ
せ
、
決
門
の
諸
事
を
専
管
さ
せ
て
い
た
が
(
い
わ

ゆ
る
漢
門
豚
丞
)
、
乾
隆
七
(
一
七
四
二
)
年
七
月
に
は
、
演
門
に
お
け
る
入
教
の
勧
誘
・
奴
僕
責
買
な
ど
種
々
の
達
犯
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
遠
く
海
隅
に
あ
る
た
め
に
周
察
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
府
佐
一
員
を
移
駐
し
て
「
渓
夷
」
の
事
務
を
専
理
さ
せ
、
同
時
に
督

(
川
町
)

捕
・
海
防
を
も
乗
管
さ
せ
る
こ
と
が
、
唐
束
按
察
使
潜
思
築
に
よ
っ
て
奏
請
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
乾
隆
八
(
一
七
回
一
二
)
年
六
月
に
起
き
た
、

663 

ア
ン
ソ
ン

2
0
5
B
o
r
R
O
O
C門
官
〉
ロ
印
Cロ
)
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
兵
船
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン

2
2
E
5己
競
が
、
虎
門
か
ら
責
捕
の
手
前
の
獅
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子
洋
ま
で
入
り
、

(
叫
)

さ
ら
に
紗
税
の
輪
納
を
拒
ん
で
兵
端
が
聞
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
事
件
を
直
接
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
同
年
八
月
慶
州
将
軍
策

拐
な
ど
が
、
海
防
を
専
管
し
、
ま
た
珠
江
を
さ
か
の
ぼ
る
外
国
商
船
を
査
験
す
る
と
同
時
に
、
決
門
そ
の
も
の
に
釘
す
る
管
理
を
強
化
す
る
日

的
で
、
ま
ず
肇
慶
府
同
知
を
前
山
泰
に
移
駐
し
て
あ
ら
た
に
湊
門
海
防
同
知
と
し
、

つ
い
で
奮
設
の
湊
門
牒
丞
を
開
閉
内
の
望
慶
に
移
動
さ
せ

る
こ
と
を
提
言
し
、
翌
九
年
春
に
は
こ
れ
が
賓
行
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
統
属
系
統
は
慶
州
知
府
襖
門
海
防
同
知
浪
門
牒
丞
と
さ
れ
、
決
門

海
防
同
知
の
職
務
は
、
(
一
)
海
防
の
専
管
、
(
二
)
出
入
す
る
海
船
の
査
験
(
虎
門
黄
捕
庚
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
!
と
い
う
珠
江
を
さ
か
の
ぼ
る

ル
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
珠
江
デ
ル
タ
内
の
内
河
を
通
っ
て
渓
門
か
ら
庚
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
l
に
い
た
る
ル
l
ト
も
管
轄
の
釘
象
で
あ
っ
た
。
ま
た
渓
門
か
ら

黄
捕
ま
で
を
案
内
す
る
引
水
、
黄
捕
の
買
嚇
・
通
事
な
ど
も
渡
門
海
防
同
知
の
管
轄
の
封
象
と
な
っ
た
)
、
(
一
一
一
)
渓
門
の
「
民
蕃
」
の
管
理
、

で
あ
り
、

香
山
・
虎
門
雨
協
か
ら
抽
撰
さ
れ
た
把
線
二
員
・
兵
丁
一
百
名
お
よ
び
巡
覗
船
が
奥
え
ら
れ
た
。

一
方
、
演
門
牒
丞
は
も
っ
ぱ
ら
湊
門
内
の
稽

(

川

町

)

査
を
司
り
、
「
民
番
」
に
闘
わ
る
一
切
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
決
門
牒
丞
か
ら
詳
報
を
受
け
た
襖
門
海
防
同
知
が
審
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
必
)

ま
た
同
九
(
一
七
四
四
)
年
に
は
、
渡
門
海
防
同
知
の
創
設
を
、
つ
け
て
、
印
光
任
に
よ
る
「
管
理
決
夷
章
程
」
七
僚
が
制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
乾

る
「
渓
夷
善
後
事
宜
」

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
衛
兵
に
よ
る
中
国
民
人
殺
害
事
件
が
護
生
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
張
汝
霧
・
暴
慢
に
よ

(
釘
)

一
一
一
僚
が
制
定
さ
れ
た
。

隆
一
四
(
一
七
四
九
)
年
に
は
、

襖
門
海
防
同
知
の
設
置
後
、
襖
門
に
釘
す
る
管
理
が
強
化
さ
れ
、
珠
江
を
さ
か
の
ぼ
る
外
園
商
船
な
ど
も
統
一
的
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
決
門
を
管
理
す
る
た
め
の
章
程
が
二
度
に
わ
た
り
定
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
、
つ
け
て
、
乾
隆
一
五
(
一
七
五
O
)
年
、
決
門
議
事

合
国
側
の
一
貫
し
た
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慶
州
の
外
国
商
人
た
ち
の
湊
門
へ
の
移
動
と
滞
在
の
手
績
き
が
、
贋
東
官
僚
に
よ
っ
て
制
度
化
さ

(

川

町

)

れ
た
。
そ
の
所
定
の
手
績
き
は
『
葡
萄
牙
東
波
塔
棺
案
館
戴
清
代
決
門
中
丈
棺
案
葉
編
』
に
牧
め
ら
れ
た
、
乾
隆
一
九
(
一
七
五
四
)
年
間
四

(
羽
)

月
二

O
日
附
け
の
文
書
(
漉
門
海
防
同
知
貌
結
か
ら
「
襖
門
夷
日
暖
曝
移
」
〔

T
5
2
2
r
u
あ
て
)
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

省
城
(
贋
州
)
の
「
夷
商
」
が
襖
門
に
赴
い
て
「
探
親
」
・
貿
易
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
行
商
・
通
事
か
ら
「
夷
商
」
に
問
い
合
わ
せ
を

さ
せ
、
事
責
に
も
と
づ
い
て
保
謹
書
を
作
り
、
卑
海
闘
に
赴
い
て
上
呈
す
る
。
(
函
号
海
闘
は
そ
れ
に
封
し
て
)
許
可
詮
を
輿
え
、
そ
こ
に
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必
要
事
項
を
書
き
連
ね
る
。
同
時
に
(
卑
海
聞
は
)
移
丈
を
以
て
海
防
同
知
に
通
知
し
、
同
知
か
ら
渡
門
の
「
夷
日
」
に
命
令
し
て
、
申

請
内
容
が
事
賓
と
合
っ
て
い
れ
ば
、
首
該
「
夷
商
」
を
「
探
親
」
先
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
引
き
渡
し
監
視
さ
せ
る
。
期
限
が
来
て
事
が
終

わ
っ
た
ら
、
督
促
し
て
期
限
通
り
省
城
に
婦
ら
せ
、
ほ
し
い
ま
ま
に
襖
門
に
滞
在
さ
せ
な
い
。

決
門
へ
の
移
動
・
滞
在
に
際
し
て
は
行
商
・
通
事
の
保
詮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
湊
門
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
住
居
に
寄
寓
し
、
慶
州
の
フ
ア

ク
ト
リ
ー
へ
の
蹄
還
の
期
限
を
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
こ
で
い
う
「
探
親
」
と
は
、
慶
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
入
る
こ
と
を

許
可
さ
れ
ず
、
決
門
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
住
居
に
寄
寓
す
る
こ
と
を
絵
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
妻
子
に
曾
い
に
行
く
こ
と
を
音
、
山
味
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
外
国
商
船
が
湊
門
沖
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
女
性
が
同
乗
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
卑
海
闘
の
検
闘
を
受
け
、
同
乗
し
て
い
た
場
合
は

(

日

刊

)

決
門
に
降
ろ
し
て
は
じ
め
て
船
は
虎
門
か
ら
珠
江
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
「
夷
商
唱
所
」
は
、
取
水
幽
霊
行
の
察
園
輝
を
保
詮
人
と
し
、
「
探
親
」
の
た
め
「
換
夷
嚇
鴫
噌
」

の
宅
内
に
寓
居
し
て
、
八
月
半
ば
に
は
慶
州
に
踊
る
、
と
い
う
候
件
の
も
と
、
決
門
へ
の
移
動
と
滞
在
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
丈
書
の

以
上
の
規
定
に
も
と
づ
き
、

後
半
部
分
か
ら
わ
か
る
。
護
行
さ
れ
た
許
可
詮
(
印
照
)
に
は
、
「
夷
商
唱
冴
」
と
い
う
姓
名
に
加
え
て
、
「
随
帯
小
厩
一
名
」
「
番
剣
一
口
・

香
小
鎗
四
校
・
香
豆
二
十
一
斤
・
洋
酒
二
箱
」
な
ど
と
、
同
行
の
人
物
・
携
帯
の
物
品
が
事
細
か
に
列
挙
さ
れ
た
。
ま
た
「
夷
商
」
の
襖
門
到

着
後
は
、
到
着
の
日
期
と
引
受
人
と
な
っ
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
保
謹
書
を
、
「
漉
門
夷
日
暖
喋
鴎
ノ
」
か
ら
漣
門
海
防
同
知
に
提
出
し
検
査

を
受
け
る
こ
と
、
時
還
に
際
し
て
は
、
「
決
門
夷
日
時
曝
略

J

」
か
ら
「
夷
商
」
に
督
促
し
て
、
期
限
通
り
洩
門
牒
丞
に
許
可
誼
(
照
票
)
を
申

(
日
)

請
し
慶
州
に
蹄
還
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
後
、
引
き
績
き
行
わ
れ
た
虞
束
官
僚
と
渓
門
側
の
押
し
合
い
の
結
果
、
乾
隆
二
二
(
一
七
五
七
)
年
に
い
た
り
、
決
門
線
督
の
臨
席
の

も
と
、
議
事
舎
は
外
園
人
の
渓
門
へ
の
一
時
滞
在
を
公
許
す
る
決
議
を
行
い
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ン
ド
総
督
の
承
認
を
得
た
。
襖
門
総
督
・
議

665 

事
舎
の
同
意
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
住
居
に
寄
寓
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
外
園
人
、
と
り
わ
け
各
国
東
イ
ン
ド
曾
枇

(
臼
)

の
管
貨
人
に
、
住
居
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
公
式
に
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

十

11 

51 

寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
国
中
日
宍
)
寸
・

3

E
待

ー「

666 

可

h
U

宣
教
師
の
摘
護

決
門
に
封
す
る
管
理
が
綴
密
化
さ
れ
、
外
圃
商
人
た
ち
の
湊
門
へ
の
移
動
・
滞
在
が
進
行
し
て
い
く
の
と
平
行
し
て
、
各
地
に
潜
伏
・
布
教

し
て
い
た
宣
教
師
の
摘
護
が
全
園
的
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
羅
正
元
年
の
際
と
同
じ
一
踊
建
省
一
唱
安
牒
で
、
乾
隆
一

(
一
七
四
六
)
年
五

月
、
ア
ル
コ
ベ
ル
ミ

E
E
P
〉片
GZH
費
若
用
)
・
サ
ン
ス

Q
E
B
E
宝可
ω同
日
白
多
称
)
ら
五
人
の
宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
密
か
に
行
わ
れ

て
い
た
布
教
が
摘
護
さ
れ
た
の
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
一
帽
建
巡
撫
周
向
学
健
の
上
奏
に
は
、
嘉
正
元
年
に
お
け
る
宣
教
師
の
慶
州
・
渡
門

追
放
と
数
舎
の
破
壊
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
員
・
監
生
な
ど
が
順
番
に
宣
教
師
を
自
宅
の
地
下
室
・
隠
し
部
屋
な
ど
に
匿
い
、

そ
こ
に
多
数
の

信
者
が
集
っ
て
い
た
こ
と
、
信
者
の
中
に
は
書
吏
・
街
役
も
多
か
っ
た
か
ら
、
取
り
締
ま
り
の
情
報
が
入
る
と
一
致
協
力
し
て
行
方
を
く
ら
ま

し
て
い
た
こ
と
、

五
人
の
宣
教
師
た
ち
の
省
城
へ
の
搬
迭
に
際
し
て
は
、
千
人
以
上
の
士
民
街
役
が
見
送
り
の
た
め
に
牒
街
に
集
ま
り
、
頭
を

抱
い
て
痛
突
す
る
者
、
衣
服
・
金
銭
を
贈
る
者
な
ど
、
身
を
な
げ
う
っ
て
邪
教
を
崇
奉
し
、
ま
こ
と
に
王
法
を
お
そ
れ
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
こ
と

ア
ル
コ
ベ
ル
の
首
初
の
自
供
で
は
、
同
牒
に
は
現
在
三
、
四
百
人
の
信
者
が
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

(
認
)

後
の
取
り
調
べ
の
結
果
、
入
教
の
男
女
は
賓
は
二
千
人
以
上
で
、
信
仰
し
て
い
な
い
者
の
方
が
む
し
ろ
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
報
告
に
封
し
て
乾
隆
帝
は
六
月
二
六
日
附
け
の
上
識
で
、
「
甚
だ
風
俗
の
害
を
矯
す
」
と
し
て
、
各
省
の
督
撫
に
悉
比
白
調
査
と
布
教

(
日
)

者
の
逮
捕
・
庭
分
、
宣
教
師
に
つ
い
て
は
慶
東
に
迭
り
期
限
を
切
っ
て
乗
船
・
蹄
固
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
一
一
一
年
に
は
雨

江
地
方
に
お
い
て
も
、
演
門
か
ら
潜
入
し
た
宣
教
師
エ
ン
リ
ケ
ス

(
E
Z
E
o
F印か国

3
2
5印
王
安
多
尼
)
・
ア
テ
ミ
ス

3
5
s
g
岳

E
E
H
5

(
日
)

談
方
済
各
)
ら
が
摘
護
さ
れ
、
さ
ら
に
乾
隆
一
九
(
一
七
五
四
)
年
に
は
、
同
じ
雨
江
地
方
に
お
い
て
、
や
は
り
渡
門
か
ら
内
地
に
入
っ
た
ア
ラ

ウ
ヂ
ヨ
(
?
な
合
〉
円
山
戸
]
C

張
若
翠
)
・
ヴ
ィ
エ
ガ
ス

(
ζ
2
5
-
P
5⑦
m
g
劉
馬
諾
)
ら
に
よ
る
布
教
を
摘
護
、
宣
教
師
た
ち
の
た
め
に
霊
力
し

た
中
園
入
信
者
の
正
欽
一
・
都
漢
三
・
尤
元
常
・
周
懐
明
な
ど
が
、
す
で
に
乾
隆
一
一
年
に
一
度
摘
設
さ
れ
杖
責
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
た

(
同
)

ち
だ
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
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乾
隆
一
一
年
六
月
二
六
日
の
上
識
を
承
け
た
、
布
教
の
有
無
の
調
査
と
摘
護
を
報
告
す
る
各
省
督
撫
の
上
奏
と
、
逮
捕
さ
れ
た
宣
教
師
た
ち

の
慮
刑
も
し
く
は
換
門
へ
の
追
放
は
、

ほ
と
ん
ど
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
繕
績
す
る
。
こ
の
過
程
の
中
で
ま
ず
目
を
引
く
の
が
、
布
教
の
中
継

地
・
根
撮
地
と
し
て
の
襖
門
に
釘
す
る
清
朝
側
の
再
認
識
と
警
戒
で
あ
る
。
た
と
え
ば
乾
隆
一
九
年
の
江
南
に
お
け
る
摘
護
事
件
で
は
、
「
湊

門
天
主
堂
舎
長
季
類
斯
」
が
禁
令
を
明
知
し
な
が
ら
、
あ
え
て
中
国
人
信
者
の
帯
同
の
も
と
宣
教
師
を
湊
門
か
ら
内
地
に
送
り
込
ん
で
い
た
こ

と
が
、
ア
ラ
ウ
ヂ
ョ
な
ど
へ
の
尋
問
か
ら
明
ら
か
と
な
り
、
雨
江
総
督
郭
容
安
は
唐
束
の
督
撫
に
善
後
策
を
講
じ
さ
せ
る
よ
う
乾
隆
帝
に
請
願

(
日
)

し
て
い
る
。

ま
た
湊
門
は
、
宣
教
師
だ
け
で
な
く
、
布
教
の
た
め
の
資
金
を
内
地
に
迭
り
込
む
た
め
の
中
継
地
・
根
擦
地
で
も
あ
っ
た
。
乾
隆
一

年
五

月
二
八
日
の
一
噛
建
巡
撫
周
亭
健
の
上
奏
に
は
、
本
固
か
ら
毎
年
決
門
に
迭
ら
れ
て
く
る
資
金
は
、
雇
わ
れ
た
中
国
人
に
よ
っ
て
密
か
に
各
省
に

配
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
逮
捕
さ
れ
た
サ
ン
ス
は
毎
年
一
五

O
雨、

ア
ル
コ
ベ
ル
は
一

O
O雨
を
支
給
さ
れ
、
首
初
、
彼
ら
は
入
敬
す
る
中
国

人
に
一
人
あ
た
り
「
番
銭
一
固
」
を
渡
し
て
い
た
こ
と
、
園
王
か
ら
の
こ
の
資
金
援
助
の
お
か
げ
で
、
宣
教
師
た
ち
の
生
活
に
は
徐
裕
が
あ
り
、

危
険
と
困
難
を
顧
み
ず
、
ま
た
豊
富
な
資
金
を
惜
し
み
な
く
使
っ
て
布
教
に
逼
進
で
き
る
こ
と
、
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
九
月
一
一
一

日
の
上
奏
で
は
、
毎
年
襖
門
に
資
金
を
受
け
取
り
に
行
く
た
め
に
雇
わ
れ
て
い
る
中
園
人
謬
上
馬
お
よ
び
サ
ン
ス
の
供
述
と
し
て
、
演
門
に
は

布
殺
と
資
金
供
給
を
管
轄
す
る
八
堂
が
あ
り
、

マ
ニ
ラ
経
由
で
運
ば
れ
て
き
た
資
金
を
そ
れ
ぞ
れ
の
堂
が
捨
吉
の
省
に
配
給
し
て
い
る
、
と
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。
各
省
か
ら
来
た
者
が
資
金
を
受
領
す
る
際
に
は
、
信
仰
の
進
ん
だ
者
の
洗
瞳
名
を
記
し
た
名
簿
と
引
き
替
え
と
い
う
こ
と

(
時
)

に
な
っ
て
い
た
。

い
ま
ひ
と
っ
こ
の
一

0
年
聞
に
わ
た
る
摘
護
の
過
程
の
中
で
際
だ
っ
て
い
る
の
が
、
内
地
の
民
人
が
外
国
人
と
泊
息
を
通
じ
る
こ
と
に
針
す

る
乾
隆
帝
の
深
い
猫
疑
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
乾
隆
二
一
(
一
七
四
七
)
年
一

O
月
に
起
き
た
事
件
|
|
慶
門
に
来
航
し
た
ル
ソ
ン
船
の
商
人

が
、
フ
ァ
ク
ト
リ
l
(紅
毛
楼
)
の
稽
査
に
あ
た
っ
て
い
た
闘
弁
か
ら
一
拍
安
牒
の
事
件
の
こ
と
を
聞
き
出
そ
う
と
し
、
ま
た
庭
刑
さ
れ
た
宣
救

667 

師
サ
ン
ス
の
遺
躍
を
回
収
し
よ
う
と
し
た
|
|
に
最
も
よ
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
帽
建
将
軍
新
柱
か
ら
報
告
を
受
け
た
乾
隆
帝
は
こ
れ
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に
封
し
、
内
地
の
民
人
が
ル
ソ
ン
船
に
情
報
を
漏
ら
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
し
て
、
外
園
商
船
が
来
往
す
る
地
方
に
封
す
る
い
っ
そ
う
の
査
察

を
闘
湖
泊
料
督
略
爾
土
口
善
な
ど
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
潅
正
一
一
年
に
宣
教
師
を
匿
っ
て
い
た
か
ど
で
摘
鼓
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
も

ひ
そ
か
に
信
仰
を
績
け
、

さ
ら
に
そ
の
二
人
の
息
子
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
集
中
す
る
ル
ソ
ン
で
現
に
貿
易
に
従
事
し
て
い
る
と
し
て
、
湾
州
府

ル
ソ
ン
船
か
ら
護
せ
ら
れ
た
書
信
を
受
け
取
っ
て
い
た
、
と
い
う
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

龍
渓
牒
の
武
生
最
登
に
、

家
宅
捜
査
と
尋
問
の
結
果
、

ル
ソ
ン
船
と
密
か
に
消
息
を
通
じ
た
と
い
う
事
責
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
の
像
や
礎
拝
の

日
期
を
記
し
た
書
加
が
自
宅
か
ら
押
収
さ
れ
、
ま
た
そ
の
子
姪
女
婿
な
ど
が
現
在
ル
ソ
ン
と
一
脂
建
の
聞
を
往
来
し
て
い
る
の
は
、
な
お
信
仰
を

(
日
)

拾
て
て
い
な
い
謹
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
、
結
局
、
最
登
は
遣
外
に
護
し
て
民
と
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

(c) 

プ
リ
ン
ト
事
件
と
「
防
範
外
夷
規
僚
」

こ
の
よ
う
に
布
数
を
め
ぐ
る
緊
張
が
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
継
績
し
、
そ
の
中
継
地
・
根
接
地
と
し
て
の
湊
門
と
、
内
地
の
民
人
と
外
国
人

と
の
往
来
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、

プ
リ
ン
ト
の
寧
波
来
航
事
件
が
起
こ
っ
た
。
乾
隆
二

O
(
一
七
五
五
年
)
年
三
月
一
一
四
日
に
決

門
を
出
航
し
た
二
三
競
額
船
が
中
園
側
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、
四
月
一
一
一
二
日
、
同
船
が
定
海
に
牧
泊
し
た
と
き
で
あ
る
。
定

海
鎮
標
右
替
遊
撃
鄭
謝
天
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
船
に
は
プ
リ
ン
ト
を
含
ん
だ
商
人
・
水
夫
な
ど
計
五
八
名
が
乗
船
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
か
っ

て
貿
易
を
行
っ
て
い
た
寧
波
に
赴
い
て
湖
糸
・
茶
葉
を
買
い
付
け
た
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
、

(ω) 

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
に
封
し
て
乾
隆
帝
が
ま
ず
注
目
し
た
の
は
、
続
髪
を
し
て
い
な
い
乗
組
員
の
中
に
内
地
の
庚
東
人
が
い
る
の

(
日
)

で
は
な
い
か
、
決
門
在
住
の
中
国
人
の
聞
に
蓄
髪
の
風
が
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
貼
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
貼
で
は
、
久
し

一
部
の
者
を
す
で
に
寧
波
に
護
迭
し
安
置
し
た
、

く
来
航
の
経
験
が
な
か
っ
た
寧
波
に
一
、

二
の
外
国
商
船
が
来
航
し
た
こ
と
は
、
と
り
た
て
て
問
題
が
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

寧
波
で
支
障
な
く
貿
易
を
遂
行
で
き
た
こ
と
を
、
つ
け
て
、
翌
乾
隆

二
隻
の
イ
ギ
リ
ス
船
、
東
イ
ン
ド
舎
一
吐
船
グ
リ

(
一
七
五
六
)
年
、

十

11 

54 

寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
国
中
日
宍
)
寸
・

3

E
待

ー「

フ
ィ
ン

(
P
H
B己
競
と
地
方
貿
易
商
人
の
ハ

l
ド
ウ
イ
ツ
ク
(
同
日
雪
R
r
)
披
が
ふ
た
た
び
来
航
し
た
。

プ
リ
ン
ト
を
乗
せ
た
グ
リ
フ
イ
ン

競
が
六
月
一
五
日
、
寧
波
に
来
航
し
た
と
い
う
漸
江
提
督
武
進
陸
の
上
奏
を
受
け
た
乾
隆
帝
は
、
ま
ず
七
月
九
日
に
闘
漸
総
督
略
爾
吉
昔
宜

7
漸

江
巡
撫
楊
廷
薄
あ
て
の
上
識
を
護
し
、
現
在
、
寧
波
に
牧
泊
し
て
い
る
同
船
の
交
易
は
奮
例
に
照
ら
し
て
い
庭
理
す
る
こ
と
、
来
航
す
る
外
固
商

船
が
日
ご
と
に
増
え
て
寧
波
が
港
市
化
す
れ
ば
、
居
留
す
る
者
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
稽
査
・
巡
察
の
手

段
を
講
じ
て
お
く
こ
と
、
内
地
の
牙
行
・
通
事
な
ど
が
ひ
そ
か
に
外
園
商
船
を
招
致
す
る
の
を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
を
命
じ
、
さ
ら
に
閏
九
月

一
O
日
の
雨
康
総
督
楊
麿
堀
・
闘
揃
総
督
略
爾
土
口
善
あ
て
の
上
識
で
も
、
寧
波
の
港
市
化
と
西
洋
入
居
留
者
の
増
加
に
封
す
る
懸
念
を
繰
り
返

し
た
う
え
で
、
寧
波
に
来
航
し
た
外
園
商
船
が
す
べ
て
「
漉
門
一
帯
」
に
戻
る
よ
う
、
卑
海
闘
の
現
行
則
例
に
照
ら
し
て
漸
海
闘
の
税
額
を
上

(
位
)

げ
よ
、
と
い
う
具
瞳
的
な
指
示
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
一
一
一
月
二

O
日
附
け
の
二
本
の
奏
摺
に
お
い
て
、
ム
卑
海
・
斯
海
雨
闘
の
税
則
を
逐
一
比
較
し
た
結
果
、
樹
海
闘
に
お
け
る
輪

出
品
の
「
正
税
」
は
卑
海
闘
の
二
倍
を
外
園
商
船
か
ら
徴
収
し
、
「
分
頭
」
に
つ
い
て
は
揃
江
省
に
お
け
る
商
品
の
時
債
を
参
考
に
し
て
増
額

(
日
)

の
見
積
も
り
を
す
る
方
針
を
決
定
し
た
、
と
略
爾
吉
善
と
楊
麿
裾
が
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
奏
摺
中
の
一
丈
|
|
「
も
し
卑
海
・
斯
海
雨
閥

や
が
て
必
ず
や
好
牙
嚢
吏
が
暗
躍
す
る

の
則
例
を
比
較
し
て
章
程
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
、
遁
路
の
遠
近
・
債
格
の
高
低
の
匝
別
が
な
さ
れ
ず
、

こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
税
牧
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
外
国
商
人
に
も
盆
が
あ
り
ま
せ
ん
。
皇
仁
、
経
久
に
懐
柔
す
、
と
い
う
逼
に

(
悦
)

も
は
な
は
だ
背
く
こ
と
と
な
り
ま
す
o
」
ー
ー
が
乾
隆
帝
の
叱
責
を
買
う
こ
と
と
な
っ
た
。
乾
隆
帝
は
ま
ず
二
二
年
一
月
八
日
の
寄
信
上
誌
に

お
い
て
、
「
湖
民
は
そ
の
俗
書
し
く
、
外
国
商
人
が
そ
こ
に
雑
居
す
れ
ば
、
き
っ
と
ゴ
タ
ゴ
タ
を
起
こ
す
に
ち
が
い
な
い
」
「
寧
波
も
港
市
と
な

れ
ば
、
内
地
・
海
彊
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
」
と
首
初
か
ら
の
懸
念
を
反
復
し
た
う
え
で
、
斯
江
の
税
額
を
虞
東
よ
り
重
く
す
る

の
は
、
外
園
商
船
を
白
護
的
に
唐
東
に
蹄
ら
せ
る
た
め
で
あ
り
、
「
こ
れ
に
よ
っ
て
増
税
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
先
の

(
日
)

上
識
に
明
々
白
々
な
の
に
、
略
爾
吉
善
ら
は
皆
こ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
o
」
と
た
し
な
め
た
。
さ
ら
に
二
月
一
一
一
一
日
に
は
、
今
度
は
明

669 

設
上
誌
を
護
し
、
あ
ら
た
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
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670 

こ
の
奏
摺
中
の
「
も
し
章
程
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
、
必
ず
や
(
好
牙
藁
吏
が
)
暗
躍
す
る
こ
と
と
な
り
、
税
収
を
損
な
い
、
外
園
商
人
に

も
盆
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
一
丈
は
、
税
額
改
定
の
本
意
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
。
従
来
、
外
国
商
船
は
す
べ
て
康
東
に
入
港
し
、

自
可
海
闘
に
よ
っ
て
稽
察
・
徴
税
さ
れ
て
い
た
。
漸
江
省
の
寧
波
に
至
る
者
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
偶
然
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
近
年
、
悪
徳

ブ
ロ
ー
カ
ー
が
グ
ル
に
な
っ
て
利
を
漁
り
、
寧
波
に
来
る
外
国
商
船
が
は
な
は
だ
多
く
な
っ
た
。
将
来
、
外
国
商
船
が
雲
集
し
滞
留
久
し

く
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
漢
門
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
は
海
彊
の
重
地
・
民
風
土
俗
に
甚
大
な
影
響
を
輿
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め

章
程
を
改
訂
し
、
贋
東
よ
り
も
(
税
額
を
)

い
さ
さ
か
重
く
す
れ
ば
、
利
誌
が
な
い
と
こ
ろ
に
外
園
商
人
は
来
航
せ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て

統
制
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
増
税
の
意
園
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
督
撫
ら
に
明
白
に
知
ら
し

(

山

山

)

め
よ
。

乾
隆
帝
が
く
ど
い
ほ
ど
に
繰
り
返
し
て
き
た
寧
波
の
港
市
化
と
外
国
人
居
留
者
の
増
加
に
封
す
る
懸
念
が
、
布
教
の
中
継
地
・
根
按
地
と
し
て

問
題
と
な
っ
て
い
た
漉
門
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
に
い
う
「
民
風
土
俗
」
云
々
が
キ
リ
ス
ト
数
の
布
数
を
指
し
て
い
る
に
ち
が
い

な
い
こ
と
を
、
こ
の
一
丈
か
ら
明
瞭
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

乾
隆
二
二
(
一
七
五
七
)
年
六
月
七
日
、

プ
リ
ン
ト
が
同
乗
し
た
イ
ギ
リ
ス
船
オ
ン
ス
ロ

l
s
g
-己
主
披
が
三
た
び
定
海
に
来
航
し
た
。

所
江
に
来
る
理
由
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
慶
州
の
保
商
に
針
す
る
不
満
を
口
に
し
、
改
訂
さ
れ
た
章
程
を
示
し
て
交
易
す
る
意
士
山
の
有
無
を
尋

ね
た
ら
、
新
章
程
に
し
た
が
っ
て
交
易
・
納
税
し
た
い
、
と
い
う
の
で
や
む
な
く
許
可
し
た
、
と
漸
江
巡
撫
楊
廷
産
と
暫
署
闘
斯
線
叔
日
新
柱
は

上
奏
し
て
き
た
。
乾
隆
帝
は
こ
れ
を
、
つ
け
て
、
略
爾
吉
善
の
死
に
よ
っ
て
新
し
く
闘
漸
総
督
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
楊
麿
据
に
寄
信
上
論
を
護

し
た
。
将
来
的
に
は
卑
海
闘
の
例
に
な
ら
い
、
内
務
府
の
司
員
に
寧
台
這
を
補
授
し
て
樹
海
開
務
を
督
理
さ
せ
、
ま
た
麿
東
と
湖
江
で
外
国
商

人
の
得
る
利
待
を
等
し
く
す
れ
ば
来
航
先
を
思
う
が
ま
ま
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
し
、
こ
れ
は
楊
廷
埠
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か

ら
、
卑
海
闘
の
事
例
を
熟
知
し
て
い
る
楊
庭
据
本
人
が
、
着
任
後
、
樹
海
闘
に
赴
き
、
則
例
を
酌
定
し
て
奏
聞
せ
よ
、
と
い
う
の
が
そ
の
内
容

(
訂
)

で
あ
っ
た
。
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侃
)

こ
の
指
示
に
封
し
て
、
問
所
総
督
着
任
直
後
の
楊
麿
堀
は
一

O
月
二

O
日
附
け
の
二
本
の
奏
摺
で
報
告
を
行
っ
た
。
プ
リ
ン
ト
の
寧
波
来
航

を
め
ぐ
っ
て
は
、
属
束
官
僚
・
行
商
と
斯
江
官
僚
と
の
聞
に
綱
引
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
漢
門
を
作
ら
せ
な
い
と

い
う
乾
隆
帝
の
意
園
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
園
商
船
の
慶
州
一
港
集
中
の
制
度
化
へ
と
う
ま
く
誘
導
し
て
い
く
、
と
い
う
巧
妙
な
構

成
を
こ
の
二
本
の
奏
摺
は
持
っ
て
い
た
。
表
向
き
は
漸
海
閥
務
と
増
税
の
指
示
に
封
す
る
報
告
|
|
棟
頭
秒
銀
と
補
税
を
新
た
に
外
国
商
人
に

課
し
、
内
務
府
の
司
員
に
寧
台
遁
を
補
授
し
て
闘
務
を
督
理
さ
せ
る
ー
ー
と
い
う
腫
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
小
手
先
の
手

段
で
は
問
題
は
解
決
で
き
な
い
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
伏
線
が
敷
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
貴
州
の
保
商
た
ち
が
横
暴
で
あ
る

と
い
う
プ
リ
ン
ト
の
訴
え
と
楊
廷
埠
ら
の
指
摘
に
封
し
て
楊
麿
曙
は
、
現
在
行
商
は
二
六
家
の
多
き
に
達
し
、
次
年
の
外
圃
商
人
を
確
保
で
き

る
よ
う
競
々
と
し
て
交
易
に
い
そ
し
ん
で
い
る
、
そ
の
詮
擦
に
寧
波
に
赴
い
た
プ
リ
ン
ト
の
一
隻
を
の
ぞ
き
、
他
の
イ
ギ
リ
ス
船
四
隻
は
み
な

慶
州
で
貿
易
し
て
い
る
、
と
捕
護
し
た
う
え
で
、
む
し
ろ
こ
れ
は
開
港
地
を
増
や
す
こ
と
で
本
固
か
ら
功
績
を
認
め
ら
れ
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で

い
る
プ
リ
ン
ト
と
、
地
形
と
稽
査
と
い
う
貼
で
慶
州
に
劣
る
寧
波
港
の
問
題
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者
の
説
明
に
楊

麿
据
は
熱
心
で
、

コ
メ
ン
ト
を
附
し
た
園
を
奏
摺
に
添
え
、
慶
州
の
利
酷
|
|
稽
査
と
護
迭
の
た
め
の
官
兵
が
虎
門
か
ら
黄
堵
ま
で
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
虎
門
の
横
槍
は
雨
脇
に
砲
壷
を
備
え
た
山
が
そ
そ
り
立
ち
、
天
然
の
険
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
横
槍
か
ら

黄
捕
ま
で
は
砂
川
が
多
く
、
水
道
を
熟
知
し
て
い
な
い
外
国
商
船
は
内
地
の
船
隻
の
案
内
を
必
要
と
す
る
た
め
、
勝
手
に
出
入
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
ま
た
稽
査
も
き
わ
め
て
血
厳
し
い
こ
と
ー
ー
を
数
え
上
げ
、

一
方
、
こ
れ
ら
の
候
件
を
快
く
寧
波
港
に
は
、
風
聞
を
耳
に
し
た
イ
ギ
リ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
諸
固
の
商
船
が
や
が
て
殺
到
す
る
よ
う
に
な
り
、
乾
隆
帝
が
最
も
お
そ
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
襖
門
の
出
現
と
「
海
彊

の
重
地
・
民
風
土
俗
」

へ
の
影
響
と
い
う
事
態
に
立
ち
い
た
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
力
説
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
慶
州
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、

外
国
商
船
が
年
々
寧
波
へ
移
動
し
て
い
く
に
と
も
な
っ
て
、
商
買
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
行
商
た
ち
も
慶
州
を
去
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

結
局
、
雨
省
の
貿
易
を
と
も
に
認
め
る
の
は
具
合
が
悪
く
、
従
来
通
り
慶
州
の
み
に
入
港
さ
せ
る
の
が
永
遠
、
絶
封
に
弊
害
の
な
い
や
り
方
で

671 

あ
る
、
と
い
う
の
が
楊
麿
据
の
上
奏
の
主
旨
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
乾
隆
帝
は
「
汝
の
意
見
は
ま
っ
た
く
正
し
い
。
本
来
の
意
園
は
、
増
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税
で
は
な
く
、
斯
江
省
に
来
航
さ
せ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
漸
江
に
来
航
す
る
者
が
多
く
な
る
と
、
慶
東
の
行
商
も
利
を
失
し
、

民
衆
の
生
計
に
も
差
し
障
り
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
珠
批
を
加
え
た
。
楊
履
唱
の
奏
摺
が
、
外
国
商
船
の
一
港
集
中
の
制
度
化
を
乾

隆
帝
に
決
断
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

乾
隆
帝
は
一
一
月
一

O
日
、
署
理
雨
康
総
督
李
侍
尭
・
闘
樹
総
督
楊
庭
環
あ
て
に
二
通
の
寄
信
上
論
を
護
し
、
以
後
は
慶
州
だ
け
に
牧
泊
・

(ω) 

交
易
を
許
し
、
寧
波
に
赴
く
こ
と
は
二
度
と
許
さ
な
い
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
外
国
商
人
に
暁
諭
せ
よ
、
と
指
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
上
識
の
中
で
、

港
集
中
を
制
度
化
す
る
理
由
と
し
て
乾
隆
帝
が
奉
げ
て
い
る
の
は
、
(
一
)
外
園
商
船
と
の
交
易
で
生
計
を
立
て
ざ
る
を
得
な
い
慶
州
の
行

商
・
民
衆
へ
の
配
慮
、
竺
乙
海
防
上
の
問
題
、
す
な
わ
ち
虎
門
か
ら
黄
捕
に
い
た
る
麿
州
の
防
備
は
寧
波
港
に
勝
り
、
湖
江
省
で
は
外
国
商

船
が
来
航
し
な
く
な
る
こ
と
で
海
防
が
安
定
す
る
こ
と
、
(
三
)
韓
関
・
詔
闘
な
ど
内
地
闘
の
税
牧
の
維
持
、
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
従
来

か
ら
研
究
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
三
知
は
す
べ
て
、
乾
隆
二
二
年
一

O
月
二

O
日
の
楊
庭
堀

の
上
奏
お
よ
び
そ
れ
に
先
立
つ
一
二
年
一
一
月
八
日
の
上
奏
の
主
張
(
お
よ
び
そ
れ
を
敷
桁
し
た
乾
隆
帝
の
株
批
)
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
に
す
ぎ

な
い
。
乾
隆
帝
の
側
か
ら
い
え
ば
、
所
江
官
僚
を
説
得
す
る
に
足
る
理
由
を
提
示
す
る
た
め
に
、
事
情
に
通
じ
た
楊
鷹
掘
の
主
一
甲
山
見
を
た
く
み
に

採
り
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
う
一
つ
の
渓
門
を
作
ら
せ
な
い
と
い
う
首
初
か
ら
の
意
志
を
貫
徹
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

プ
リ
ン
ト
の

事
件
に
つ
い
て
は
、
宣
教
師
の
闘
輿
は
全
く
そ
の
気
配
が
見
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
寧
波
地
方
で
悪
徳
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
グ
ル
に
な
っ

て
(
外
国
商
人
を
)
引
き
込
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
、
留
意
し
て
査
察
せ
よ
。
も
し
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
洋
行
を
設
立
し
て
い
た
り
、
あ
る

い
は
天
主
堂
設
立
の
も
く
ろ
み
が
あ
っ
た
ら
、

み
な
最
し
く
禁
止
・
追
放
せ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
外
圃
商
人
も
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
い
、
来
路
を
断

つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
上
識
の
中
で
乾
隆
帝
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
決
断
の
奥
に
あ
る
員
意
を
的
確
に
表
現
し
た
も
の
で

(
叩
)

あ
る
。
乾
隆
帝
の
指
示
を
受
け
た
楊
膳
据
は
、
以
後
は
虞
束
の
み
の
牧
泊
を
許
し
、
ふ
た
た
び
寧
波
に
赴
く
こ
と
を
許
さ
な
い
旨
を
ま
ず
寧
波

(
社
)

つ
い
で
そ
の
内
容
を
次
口
文
に
し
た
も
の
に
乾
隆
帝
の
上
識
を
添
え
て
李
侍
嘉
に
迭
っ
た
。
李
侍
亮
は
た
だ
ち
に
襖
門

の
プ
リ
ン
ト
に
暁
論
し
、

海
防
同
知
・
香
山
牒
知
鯨
な
ど
に
命
令
し
て
、
演
門
に
移
動
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
を
集
め
て
直
接
暁
論
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
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(
花
)

を
抄
録
し
本
固
に
持
ち
蹄
ら
せ
た
。

乾
隆
二
四
(
一
七
五
九
)
年
六
月
二
四
日
、
固
た
び
北
上
し
て
天
津
に
至
っ
た
プ
リ
ン
ト
が
、
卑
海
開
監
督
李
永
標
が
膏
役
・
家
人
な
ど
の

軌
索
を
放
任
し
て
い
る
、
と
訴
え
る
呈
丈
を
天
津
府
知
府
霊
銃
に
差
し
出
し
た
。
乾
隆
帝
は
給
事
中
朝
詮
・
一
帽
州
将
軍
新
柱
を
麿
州
に
汲
遣
し
、

雨
麿
総
督
李
侍
嘉
と
と
も
に
勤
索
の
事
賓
の
調
査
を
行
わ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
李
永
標
は
家
人
・
膏
役
に
封
す
る
監
督
不
行
届
の
谷
で
革
職
、

(
ね
)

禁
を
犯
し
て
北
上
し
た
プ
リ
ン
ト
は
以
後
三
年
間
演
門
に
監
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
に
閲
し
て
印
象
的
で
あ
る
の
は
、
卑
海
闘

の
勤
索
を
め
ぐ
る
調
査
と
由
処
分
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

プ
リ
ン
ト
と
通
じ
て
事
件
を
そ
そ
の
か
し
、
ま
た
プ
リ
ン
ト
の
た
め
に
呈
丈
を
代
筆
し

た
内
地
の
「
好
民
」
の
存
在
を
乾
隆
帝
が
か
た
く
な
に
信
じ
、
そ
の
逮
捕
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
乾
隆
一
二
年
七
月
、

グ
リ
フ
イ
ン
競
の
寧
波
来
航
の
報
を
受
け
た
乾
隆
帝
は
、
内
地
の
牙
行
・
通
事
な
ど
が
ひ
そ
か
に
外
固
商
船
を
招
致
す
る
こ
と
へ
の
注
意
を
喚

起
し
、
ま
た
翌
二
二
年
正
月
に
は
、
外
国
商
人
と
通
じ
て
寧
波
に
来
航
さ
せ
た
と
い
う
罪
状
で
、
寧
波
で
イ
ギ
リ
ス
船
の
買
緋
と
な
っ
た
属
東

(
九
)

人
の
梁
固
富
を
北
京
ま
で
迭
る
よ
う
雨
康
総
督
楊
鷹
掘
に
命
じ
て
い
た
。
外
園
人
と
の
往
来
を
防
止
す
る
こ
と
が
一
貫
し
て
乾
隆
帝
の
最
大
闘

心
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
乾
隆
二
四
年
の
こ
の
控
告
事
件
と
の
類
似
性
と
い
う
貼
で
最
も
際
だ
っ
て
い
る
の
は
、

一
一
一
年
前

の
ル
ソ
ン
船
に
よ
る
宣
教
師
サ
ン
ス
の
遺
瞳
回
牧
事
件
で
あ
る
。
結
局
、
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
も
、
ガ
ラ
パ
在
住
の
幅
建
人
林
懐
な
る
人
物

に
呈
丈
を
代
筆
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
プ
リ
ン
ト
の
言
い
分
を
、
乾
隆
帝
は
信
ず
る
に
足
り
な
い
と
し
て
徹
底
調
査
を
命
じ
、
最
終
的
に
四
川

人
の
劉
亜
匿
な
る
人
物
が
異
犯
人
と
し
て
外
園
商
人
・
保
商
な
ど
の
立
ち
合
い
の
も
と
慶
州
で
慮
刑
さ
れ
、
ま
た
プ
リ
ン
ト
と
交
際
が
あ
り
、

(
九
)

資
金
を
預
か
っ
て
茶
葉
の
運
迭
を
請
け
負
っ
て
い
た
婆
源
鯨
の
生
員
正
聖
儀
父
子
も
庭
罰
さ
れ
る
と
い
う
結
末
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ト
の
寧
波
来
航
と
天
津
控
告
は
す
べ
て
内
地
の
好
人
の
教
唆
と
行
商
・
通
事
の
監
督
不
行
届
に
由
来
し
て
い
る
と
し
て
、
す
で
に
麿

州
以
外
に
来
航
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
外
園
商
船
の
商
人
(
そ
し
て
決
門
の
宣
数
師
)
が
内
地
の
民
人
と
往
来
・
接
鯛
す
る
の
を
防
止
す

673 

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
「
防
範
外
夷
規
侠
」
で
あ
っ
た
。
雨
康
総
督
李
侍
嘉
に
よ
っ
て
乾
隆
二
四
(
己
卯
)
年
一

O
月
二
五
日
の
奏
摺
で

(
祁
)

提
案
さ
れ
、
同
年
一
一
一
月
に
は
乾
隆
帝
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
た
。
「
防
範
外
夷
規
僚
」
は
以
下
の
五
僚
か
ら
な
っ
て
い
る
。
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，--、¥

一¥、J

外
園
商
人
が
慶
州
で
「
住
各
」
す
る
こ
と
は
永
遠
に
禁
止
す
る

〆〆『¥

) 

外
園
人
が
麿
州
に
到
着
し
た
ら
、
仮
寓
先
の
行
商
に
こ
れ
を
管
理
・
稽
査
さ
せ
る

，--、¥

一¥ー/

外
園
人
か
ら
資
金
を
借
り
る
こ
と
、
お
よ
び
外
圃
人
が
中
園
人
を
雇
っ
て
役
使
す
る
こ
と
は
禁
止
す
る

(
四
)

外
国
人
が
人
を
雇
っ
て
音
信
を
通
じ
る
と
い
う
積
弊
は
永
遠
に
禁
止
す
る

(
五
)

外
国
商
船
が
停
泊
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
兵
を
差
し
向
け
て
武
力
で
押
さ
え
取
り
締
ま
る

(
三
)
に
お
い
て
、
外
園
人
か
ら
資
金
を
借
り
て
運
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
聖
儀
父
子
の
よ
う
に
外
園
商
人
と

親
し
く
往
来
・
交
際
し
、
ま
た
劉
亜
匿
の
よ
う
に
事
件
の
協
力
者
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
資
金
を
貸
し
付
け
た
外
国
商
人
が
元
本
・
利
益
を
回

牧
す
る
ま
で
開
園
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
、
な
ど
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
(
四
)
は
、
外
圃
商
人
が
「
千
里
馬
」
(
民
間
の
早
馬
)

を
雇
っ
て
江
川
川
の
物
慣
賦
況
を
探
ら
せ
、
決
門
の
宣
数
師
か
ら
欽
天
監
に
あ
て
た
書
信
が
内
地
人
に
よ
っ
て
惇
迭
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
近
年

の
賓
態
を
念
頭
に
お
い
て
お
り
、
(
五
)
は
外
国
商
船
の
停
泊
地
で
あ
る
黄
捕
に
お
け
る
内
地
民
人
と
の
往
来
・
接
間
に
閲
す
る
規
定
で
あ
る
。

こ
の
五
候
の
中
で
最
も
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る
(
一
)
と
(
一
一
)
|
|
貿
易
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
漉
門
へ
の
移
動
(
贋
束
官
僚
の
医
力
の

結
果
、
乾
隆
二
二
年
に
漉
門
議
事
舎
に
よ
っ
て
外
図
人
の
渓
門
滞
在
が
公
許
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
庭
置
の
前
提
で
あ
る
)
と
、
外
国
商
人
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

内
寓
居
の
巌
格
化
お
よ
び
行
商
・
通
事
に
よ
る
管
理
の
強
化
|
|
は
ベ
ア
を
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
ベ
ク
ト
ル
が
逆
轄
し
、
借
り
も
の

の
根
接
地
と
し
て
の
渓
門
に
滞
留
し
て
い
る
外
国
商
人
た
ち
は
、
貿
易
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
来
航
船
と
合
流
し
て
慶
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
赴
き
、

フ
ァ
ク
ト
リ
l
内
で
は
行
商
・
通
事
に
よ
る
管
理
の
も
と
、
ひ
た
す
ら
貿
易
の
み
に
専
念
し
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
渡
門
へ
踊
る
、
と

い
う
ス
タ
イ
ル
に
繁
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
葡
萄
牙
東
波
塔
棺
案
館
戒
清
代
決
門
中
文
棺
案
柔
編
』
中
の
地
方
丈
書
の
表
現
を
使
う
な
ら
ば
、

「
防
範
外
夷
規
篠
」
以
前
は
「
期
限
が
来
て
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
督
促
し
て
期
限
通
り
省
城
に
輔
ら
せ
、
ほ
し
い
ま
ま
に
換
門
に
滞
在
さ
せ
な

(
打
)

い
(
限
漏
事
竣
、
催
令
依
限
回
省
、
勿
任
逗
留
)
」
で
あ
っ
た
の
が
、
以
後
は
「
慶
州
に
赴
い
て
貿
易
を
行
い
、
:
:
:
事
が
終
わ
っ
た
ら
外
固
商
人

を
渓
門
に
戻
ら
せ
る
(
前
往
省
城
、
料
理
貿
易
事
務
、
-
並
訪
令
該
夷
商
、
事
一
竣
来
紙
一
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
o

慶
州
の
附
近
に
一
段
の
土
地
を
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輿
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
イ
ギ
リ
ス
使
節
マ
カ

l
ト
ニ

l
(
P日
常
呂
山

2
5
4
)
に
封
す
る
、

一
見
奇
妙
と
も
思
え
る
乾
隆
帝
の
回
答

|
|
「
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
西
洋
各
国
の
商
人
た
ち
は
漢
門
に
居
住
し
て
貿
易
を
行
い
、
居
留
地
の
境
界
を
定
め
、
尺
寸
も
こ
れ
を
越
え
る
こ
と

を
許
さ
な
か
っ
た
。
慶
州
の
行
商
の
と
こ
ろ
に
赴
い
て
荷
下
ろ
し
を
す
る
西
洋
商
人
も
、

み
だ
り
に
省
城
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
も
と
も
と
内
地
の
民
と
外
国
人
と
聞
の
争
い
を
防
、
ぎ
、
中
外
の
境
界
を
立
て
る
た
め
で
あ
っ
た
。
今
、
省
城
に
接
近
す
る
場
所
を
分
け
輿

え
て
、
な
ん
じ
ら
の
園
の
商
人
を
居
住
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
西
洋
の
商
人
は
歴
来
演
門
に
居
住
し
て
き
た
と
い
う
定
例
に
は
な
は
だ
そ
ぐ
わ

(
内
)

な
い
o
」
|
|
は
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
は
じ
め
て
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
潅
正
一

O
年
に
一
度
試
み
ら
れ
た
、
宣
教
師
た
ち

に
積
く
外
圃
商
人
た
ち
の
湊
門
へ
の
排
除
は
、
乾
隆
一
一
四
年
に
い
た
っ
て
、
首
初
と
は
や
や
違
っ
た
か
た
ち
で
賓
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四

朝
貢
・
宣
教
師
・
来
航
民
間
貿
易

し
だ
い
に
慶
州
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
い
く
様
子
は
、
フ
ァ
ク
ト
リ
l
に
滞

在
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
記
述
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
康
照
二
三
(
一
六
八
四
)
年
以
後
、
外
国
商
人
た
ち
は
自
由
に
来
航
し
、

羅
正
末
年
以
降
、
外
国
商
人
た
ち
が
行
動
の
自
由
を
制
限
さ
れ
、

開
港
都
市
慶
州
の
範
園
内
で
あ
れ
ば
自
在
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
羅
正
末
年
に
は
す
で
に
域
内
に
入
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
東
イ
ン
ド
舎
一
紅
の
キ
ヤ
ン
ベ
ル

2
0
-
E
の
臼
臣
官

ro--
一
七
三
二
年
九
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
慶
州
に
滞
在
)

の
日
記
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
の
段
階
で
は
、
城
外
に
お
け
る
行
動
規
制
や
外
園
人
に
封
す
る
一
般
民
衆
の
軽
蔑
・
攻
撃

(

判

例

)

な
ど
は
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
乾
隆
二
一
(
一
七
四
七
)
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
唐
州
に
滞
在
し
た
ノ

1
ブ
ル

(
P
E
E
Fぇ
g長

z
o
t
F
)
の
記
述
か
ら
は
、
城
内
で
さ
え
な
け
れ
ば
、
時
に
は
行
商
テ
イ
ン
ク
ワ

3HEms)
の
同
行
の
も
と
、
外
国
商
人
た
ち
が
賓
に
自
由

に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
際
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
侮
辱
を
お
こ
な
う
民
衆
の
記
事
も
、
同
時
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

(
剖
)

る
。
乾
隆
二
回
(
一
七
五
九
)
年
の
「
防
範
外
夷
規
候
」
の
成
立
後
、
決
門
が
外
国
商
人
た
ち
の
借
り
も
の
の
基
地
と
な
り
、
慶
州
の
フ
ア
ク

675 

ト
リ

1
へ
は
た
だ
貿
易
の
た
め
だ
け
に
赴
く
と
い
う
形
態
が
成
立
す
る
と
、
慶
州
に
お
け
る
行
動
制
限
も
一
段
と
巌
し
く
な
っ
た
。
乾
隆
三
四
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(
一
七
六
九
)
年
に
慶
州
に
滞
在
し
た
ヒ
ツ
キ

1
(
司苫

E
B
同
月
宮
之
の
回
想
録
で
は
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
出
て
境
界
を
越
え
た
と
た
ん
に

住
民
に
鷲
見
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
追
っ
て
き
て
罵
り
、
石
な
ど
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
そ
の
後
、
城
内
に
も
強
行
突
入
す

る
の
だ
が
、
や
は
り
さ
ん
ざ
ん
な
目
に
遭
っ
て
い
る
)
。
ま
た
、

一
八
五

0
年
代
後
半
ま
で
嬰
わ
る
こ
と
の
な
い
、
慶
州
に
お
け
る
外
圃
人
の
生
活

の
イ
メ
ー
ジ
|
|
フ
ァ
ク
ト
リ
l
内
で
の
交
易
の
み
に
行
動
が
制
限
さ
れ
、
最
初
の
数
日
を
す
、
ぎ
る
と
何
も
見
る
も
の
が
な
い
退
屈
な
都
市

(
む
)

ー
ー
が
こ
の
時
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

(
乾
隆
一
六
)
年
に
慶
州
に
滞
在
し
て
い
た
オ
ス
ペ
ッ
ク

(
3
5

p
f長
)
の
雄
行
記
に
も
、
外
園
人
に
封
す
る
贋
州
の
民
衆
の
憎
悪
と
軽
育
成
、
接
購
へ
の
恐
怖
が
今
と
同
様
に
う
か
が
わ
れ
る
が
、
フ
ァ
ク
ト

七
五

リ
l
内
へ
の
閉
じ
こ
め
と
巌
し
い
行
動
の
制
限
、
貿
易
シ
ー
ズ
ン
後
の
慶
州
か
ら
の
駆
逐
な
ど
が
顛
著
な
現
在
と
釘
比
す
る
と
、
今
は
も
う
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
行
動
の
自
由
さ
が
八

O
年
前
の
彼
の
時
代
に
は
ま
だ
許
さ
れ
て
い
た
と
、

一
八
三
二
(
這
光
二
一
)
年
一

O
月
競
の

「
チ
ヤ

イ
ニ

1
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
l
」

(SN史
民
河
内
、

S
守
旧
)
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
「
防
範
外
夷
規
候
」
の
成
立
を
は
さ
ん
だ
前
後
の
時
期
で
、
慶
州

(
幻
)

に
お
け
る
外
国
人
の
生
活
が
い
か
に
時
相
交
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
を
適
切
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
防
範
外
夷
規
篠
」
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
慶
州
と
襖
門
が
つ
く
る
遺
彊
の
空
間
は
、
(
一
)
、
一
貫
し
て
漉
門
に
居
留
す
る
こ
と
を
飴

(
は
)

儀
な
く
さ
れ
た
宣
数
師
、
(
一
一
)
、
通
常
は
渓
門
に
居
留
し
て
い
る
外
圃
商
人
た
ち
が
、
貿
易
の
シ
ー
ズ
ン
の
み
唐
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
移
動

(
釘
)

し
、
来
航
船
と
合
流
し
て
行
う
民
間
貿
易
、
(
三
)
、
麿
州
域
外
西
闘
の
地
に
設
け
ら
れ
た
懐
遠
騨
に
滞
在
し
て
い
る
使
者
が
、
来
航
直
後
と
蹄

園
前
に
入
城
し
て
「
験
貢
」
と
「
娃
宴
」
の
儀
躍
に
あ
ず
か
る
シ
ャ
ム
の
朝
貢
、
と
い
う
よ
う
に
封
外
的
諸
要
素
を
配
置
し
て
い
る
。
朝
貢
の

空
間
と
し
て
の
慶
州
と
、
宣
教
師
(
そ
し
て
外
園
商
人
た
ち
)
が
滞
留
す
る
決
門
、
と
い
う
こ
の
よ
う
な
差
異
化
は
、
天
子
の
「
聖
化
」
を
慕
い
、

「
中
園
前
聖
の
数
」
を
隼
崇
す
る
者
だ
け
が
来
華
を
許
さ
れ
、
宣
教
師
た
ち
の
よ
う
に
「
別
の
数
名
を
立
て
、
そ
の
園
俗
を
踏
襲
し
、
そ
の
左

道
を
侍
み
、
民
人
を
引
き
込
ん
で
は
そ
の
教
を
信
奉
さ
せ
る
」
の
は
「
向
化
遠
来
」
の
意
に
惇
る
、
と
い
う
共
有
さ
れ
た
意
識
に
そ
の
根
擦
が

(
訂
)

あ
る
。康

照
三
七
(
一
六
九
八
)
年
、
慶
州
に
到
着
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
間
商
船
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
ト
競
に
同
乗
し
て
い
た
宣
教
師
ブ
l
ヴ
ェ
が
、

jレ
イ
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一
四
世
が
汲
遣
し
た
兵
船
を
装
っ
て
要
求
し
た
特
別
の
待
遇
に
釘
し
て
、
卑
海
闘
が
困
惑
し
つ
つ
も
「
朝
貢
」
と
し
て
の
特
権
を
認
め
て
し
ま

っ
た
と
い
う
一
幕
は
、
共
有
さ
れ
た
こ
の
意
識
と
空
間
的
差
異
化
が
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
額
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
惇
え
て
い
る
。
だ

が
、
禁
数
令
の
護
布
か
ら
一
年
あ
ま
り
を
一
経
た
羅
正
三
(
一
七
二
五
)
年
一
一
一
月
に
は
、
す
で
に
拭
況
が
饗
化
し
て
い
た
。
穀
種
・
果
樹
な
ど
を

進
献
し
、
米
穀
を
慶
州
に
載
運
し
た
、
シ
ャ
ム
王
の
祇
遣
船
長
に
封
す
る
欽
賜
品
授
輿
と
旨
意
宣
謹
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
た
際
、
全
圃
各
地

か
ら
慶
州
に
追
放
さ
れ
て
き
た
宣
教
師
た
ち
と
、
慶
州
に
来
航
し
て
い
た
外
園
商
人
・
通
事
な
ど
が
、
わ
ざ
わ
ざ
巡
撫
街
門
に
集
め
ら
れ
、
こ

れ
を
拝
観
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
空
間
的
な
差
異
は
ま
だ
未
分
化
だ
と
し
て
も
、
と
も
に
属
州
に
滞
在
し
て
い
る
シ
ヤ
ム
の
朝
貢

使
節
と
宣
教
師
・
外
国
商
人
を
明
瞭
に
差
異
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
音
山
識
と
行
矯
が
、
こ
の
時
す
で
に
額
在
化
し
て
い
た
こ
と
を
こ
れ
は
示
し

(∞∞) 

て
い
る
。

そ
の
後
、
乾
隆
二
四
年
に
明
確
な
形
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
慶
州
と
湊
門
の
空
間
的
な
差
異
化
が
、
唐
州
の
士
大
夫
か
ら
は
「
中
外

の
大
防
」
と
意
識
さ
れ
、
ま
た
宣
教
師
と
外
国
商
人
を
襖
門
に
排
除
し
、
朝
貢
の
儀
躍
だ
け
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
慶
州
が
、
天
子
の

徳
の
「
光
(
慶
一
)
被
」
と
「
中
外
一
統
」
を
表
象
し
た
空
間
と
し
て
明
瞭
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
南
京
候
約
締
結
直
後
に
お

け
る
慶
州
の
士
大
夫
の
危
機
意
識
と
激
し
い
反
援
の
中
に
最
も
鮮
明
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
(
嘗
時
、
外
園
商
人
が
す
で
に
慶
州
の
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
に
常
駐
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
内
地
布
教
と
イ
ギ
リ
ス
領
事
の
入
城
が
円
程
に
の
ぼ
り
つ
つ
あ
っ
た
)
。

彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
和
好
し
、
か
つ
封
等
の
聞
係
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
街
の
内
外
を
問
わ
ず
、
首
地
の
人
の
よ
う
に
行
き
来
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
貢
の
諸
固
は
「
験
貢
」
の
時
で
な
け
れ
ば
入
城
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
は
朝
貢
固
と
は
な
っ
た
け
れ
ど
も
、

い
っ
そ
う
参
考
に
す
べ
き
例
が

二
度
の
朝
貢
は
い
ず
れ
も
天
津
か
ら
入
っ
た
の
で
、

な
い
。
慶
州
の
住
民
は
、
シ
ヤ
ム
と
越
南
の
使
節
は
必
ず
貢
物
と
と
も
に
入
城
し
、
「
謹
宴
」
の
時
は
冠
服
に
換
え
て
出
て
く
る
の
を
見

677 

慣
れ
て
い
る
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
な
く
し
て
入
城
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
、
「
中
外
の
大
防
」
は
こ
こ
に
か
か
る
と
考
え
た

(
m
m
)
 

の
で
あ
る
。
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678 

わ
が
朝
の
威
徳
は
あ
ま
ね
く
世
界
を
被
い
、
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
(
中
略
)
慶
東
か
ら
入
港
し
た
者
に
は
、
シ
ャ
ム
・
オ
ラ
ン

ダ
・
イ
タ
リ
ア
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
諸
国
が
あ
り
、
使
節
の
船
が
至
る
と
大
吏
が
上
奏
し
、
天
子
の
食
允
の
旨
を
い
た
だ

く
。
ね
ぎ
ら
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
典
曜
が
あ
り
、
官
が
件
迭
し
、
回
賜
の
品
は
多
く
、
貢
物
は
少
な
く
、
恩
を
施
す
こ
と
き
わ
め
て
手
厚

ぃ
。
臣
は
沿
海
地
方
に
育
ち
、
日
に
し
耳
に
し
て
瞳
に
し
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
は
と
て
も
書
き
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
過
去
の

書
籍
に
徴
し
て
み
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
故
賓
に
も
、
前
代
(
明
代
)
に
使
者
を
遣
わ
し
て
(
朝
貢
を
)
招
致
し
た
の
と
は
比
べ
も
の
に

(

川

叩

)

な
ら
な
い
「
一
統
無
外
の
規
」
と
「
聖
徳
懐
柔
の
遠
」
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

麿
州
と
襖
門
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
あ
っ
か
わ
れ
て
き
た
二
つ
の
港
市
を
、
朝
貢
の
空
間
と
し
て
の
慶
州
と
宣
数
師
・
外
固
商
人
が
滞

留
す
る
渡
門
、
と
い
う
ひ
と
ま
と
ま
り
の
遺
彊
の
空
間
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
気
づ
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
見
え

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

慶
州
と
渓
門
が
つ
く
る
遺
彊
の
基
本
的
な
骨
格
は
、
す
で
に
嘉
正
年
聞
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
『
大
義
覚
症
銀
』
|
|
漢

族
の
知
識
人
に
封
し
て
、
経
書
そ
の
も
の
の
典
擦
と
論
理
に
即
し
、
問
題
を
天
命
を
享
け
た
天
子
の
徳
の
大
小
に
牧
赦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
華
夷
の
排
」
を
否
定
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
|
|
は
、
清
朝
の
天
子
の
徳
が
「
光
被
」
し
、
「
中
外
一
統
」
が
賓
現
し
た
現

(
m
m
)
 

在
、
「
華
夷
中
外
」
を
分
か
つ
こ
と
白
煙
が
無
意
味
で
あ
る
、
と
幾
度
も
強
調
し
て
い
る
。
嘉
正
帝
の
こ
の
よ
う
な
護
言
が
東
南
地
方
の
遺
彊

(

日

出

)

を
も
意
識
に
お
い
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
天
子
の
「
聖
化
」
を
慕
わ
ず
、
「
向
化
遠
来
」
の
意
に
惇
る
、
と
漢
人
謹
書
人
た
ち
に
指
弾
さ
れ

て
い
た
宣
教
師
と
外
国
商
人
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
、
朝
貢
と
い
う
行
矯
が
天
子
の
徳
の
「
光
被
」
と
「
中
外
一
統
」
を
十
全

に
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
華
夷
の
排
」
を
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
構

想
の
核
心
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
乾
隆
二
四
年
の
「
防
範
外
夷
規
僚
」
に
よ
っ
て
最
終
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
唐
州
が
、
天
子
の
俸
の
「
光

十
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法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
国
中
日
宍
)
寸
・

3

E
待

ー「

被
」
と
「
中
外
一
統
」
を
表
象
す
る
空
間
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
南
京
候
約
締
結
直
後
に
お
け
る
慶
州
の
知
識

人
の
危
機
意
識
の
中
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
港
市
空
間
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
慶
州
と
襖
門
が
つ
く
る
遺
彊
と
、
近
世
長
崎
と
の
聞
に
大
き
な
遣
い
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
「
キ
リ
ス
ト
教
排
除
の
出
口
」
・
「
雑
居
」
か
ら
「
分
離
」
へ
の
韓
換
と
い
う
空
間
形
成
の
過
程
の
方
に
む
し
ろ
共
通

キ
リ
ス
ト
教
の
排
除
を
契
機
と
す
る

性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
幕
府
と
清
朝
が
と
も
に
そ
の
政
権
確
立
期
に
お
い
て
、

遺
彊
・
境
界
形
成
の
過
程
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
過
程
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
「
成
果
」
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
は
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
史
に
お
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
す
で
に
古
典
的
な
ト

(
m
m
)
 

ピ
ッ
ク
で
あ
り
、

一
方
、
清
朝
の
方
は
こ
の
過
程
の
中
で
、
政
権
の
確
立
に
あ
た
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
「
華
夷
の
排
」
を
克
服
す
る
と

い
う
作
業
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
た
ん
に
共
通
・
共
有
し
て
い
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、

一
世
紀
ほ
ど
遅
れ
た
清
朝

が
ど
れ
ほ
ど
江
戸
幕
府
の
禁
致
と
出
島
・
唐
人
屋
敷
の
情
報
を
入
手
し
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
東
南
地
方
の
遺
彊
の
形
成
に
影
響
を
輿
え
た
か
、

と
い
う
こ
と
も
具
瞳
的
な
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
潅
正
一

O
年
に
お
け
る
外
国
商
船
の
渓
門
へ
の
移
動
の
試
み
の
数
年
前
に
、
嘉
正
帝
と

日
本
の
禁
致
、
と
り
わ
け
長
崎
に
お
け
る
踏
み
絵
の
朕
況
と
巌
格
な
管
理
下
に
お
か
れ
た
唐
人
屋
敷
・
出
島
の
情
報
を
、

(
叫
)

長
崎
に
赴
い
た
こ
と
の
あ
る
中
国
商
人
か
ら
入
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

麿
東
官
僚
は
と
も
に
、

679 

+
主(

1
)

矢
野
仁
一
『
ア
ヘ
ン
戦
争
と
香
港
』
(
中
央
公
論
枇

二
二
一

l
三
四
頁
。

(
2
)

省
全
慢
の
要
の
位
置
を
占
め
る
こ
の
空
間
は
、
海
闘
行
政
と
い
う

側
面
か
ら
は
省
城
大
関
と
渓
門
線
口
が
管
轄
す
る
領
域
、
海
防
と
い

う
側
両
か
ら
は
「
庚
州
中
路
」
に
該
嘗
し
、
雨
者
は
互
い
に
補
完
し

合
い
な
が
ら
機
能
を
護
揮
し
て
い
た
。
こ
の
空
間
を
一
慢
の
も
の
と

し
て
把
握
す
る
研
究
に
以
下
が
あ
る
。
村
尾
進
「
珠
江
・
慶
州
・
決

門
|
|
英
文
お
よ
び
給
量
史
料
か
ら
見
た
「
カ
ン
ト
ン
・
シ
ス
テ

ム
」
」
(
小
野
和
子
編
『
明
末
清
初
の
祉
舎
と
文
化
』
京
都
大
撃
人
文

科
向
学
研
究
所
一
九
九
六
所
牧
)
・
同
「
懐
遠
騨
」
(
『
中
国
文
化

一
九
九
O
)十

11 
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L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
国
中
日
宍
)
寸
・

3

E
待

ー「

680 

研
究
』
第
一
六
競
一
九
九
九
)

O

M

)

〉
〈
自
ロ
ユ
夕
日
常

(U21

芯
お
同
J
3む
ら
ト
矢
内
白
川
刊
に
同
ミ
ミ
一
古
川
吋
足
。
ぉ
忠
、

h
b刊
誌
白
。

su浮
い
Nud
むl

局
員
同
O

諸
問

g
m
N
O
B
研
究
史
の
紹
介
と
し
て
は
村
尾
準

「
港
市
枇
曾
論
(
庚
州
)
」
(
桃
木
至
朗
編
「
海
域
ア
ジ
ア
史
研
究
入

門
」
岩
波
書
庖
二

O
O
七
刊
行
預
定
所
牧
)
参
照
。

(
3
)

渓
門
の
中
園
返
還
前
後
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
、
渡
門
・
康
束
貿

易
・
キ
リ
ス
ト
教
・
香
山
・
昔
一
捕
を
テ
l
マ
と
す
る
以
下
の
諸
史
料

集
に
お
い
て
、
一
件
の
文
書
が
し
ば
し
ば
複
数
の
テ
l
マ
に
わ
た
っ

て
牧
録
さ
れ
、
き
れ
い
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
、
と
い

う
事
賓
そ
の
も
の
が
、
こ
の
五
つ
の
問
題
群
が
こ
の
空
間
の
中
で
互

い
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
賓
に
表
現
し
て
い
る
。

(
二
『
明
清
渓
門
問
題
皇
官
珍
槍
』
(
華
賓
粛
書
世
一
九
九
九
)

〔
『
皇
宮
珍
槍
』
と
略
稽
〕
、
つ
己
『
葡
萄
牙
束
波
塔
棺
案
舘
裁
清

代
演
門
中
文
棺
案
葉
編
』
(
渓
門
基
金
舎
一
九
九
九
)
〔
『
束
波
塔
』

と
略
稀
〕
、
(
三
)
『
明
清
時
代
決
門
問
題
槍
案
文
献
匪
編
』
(
人
民
出

版
枇
一
九
九
九
)
〔
『
渓
門
問
題
』
と
略
稀
〕
、
(
四
)
『
中
葡
閥
係

槍
案
史
料
匿
編
」
(
中
国
檎
案
山
版
枇
二

0
0
0
)
、
(
立
)
『
清
宮

卑
港
浪
商
貿
槍
案
全
集
』
(
中
図
書
府
二

O
O
二
)
〔
『
卑
港
渓
商

貿
」
と
略
稀
〕
、
(
六
)
『
清
宮
慶
州
一
一
一
一
行
檎
案
精
選
』
(
贋
東
経
済

出

版

社

二

O
O
二
)
、
(
七
)
『
清
中
前
期
西
洋
天
主
教
在
華
活
動

指
案
史
料
』
(
中
華
書
局
二

O
O
一
一
一
)
〔
『
天
主
数
』
と
略
栴
〕
、

(
八
)
『
香
山
明
清
槍
案
輯
録
』
(
上
海
古
籍
出
版
世
二

0
0
六)、

(
九
)
『
明
清
皇
宵
黄
埼
印
刷
桔
園
鑑
』
(
聾
南
大
島

fm版
枇

二

0
0

ムハ
)

0

(
4
)
こ
の
よ
う
な
本
論
文
の
主
旨
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
で
す

」

べ
て
完
結
し
て
い
る
。
第
四
章
は
宇
世
紀
に
わ
た
る
プ
ロ
セ
ス
の
結

果
と
し
て
額
在
化
し
た
、
こ
の
空
間
内
の
差
異
化
と
表
象
に
つ
い
て

補
足
的
に
言
及
し
、
以
後
の
検
討
課
題
を
提
起
し
た
「
お
わ
り
に
」

へ
の
布
石
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
文
の
内
容
に
関
わ
る

先
行
研
究
と
し
て
、
郭
衛
束
「
論
一
八
世
紀
中
葉
渓
門
城
市
功
能
的

轄
型
」
(
『
中
園
史
研
究
』
二

O
O
一
年
第
二
期
)
が
あ
る
。

(
5
)
た
と
え
ば
慶
門
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
せ
よ
。
匡
見
山
口
島
氏

出
向
自
己
円
o
p
k
由
同
氏
向
、
入
山
内
円
。
NEN
円
。
¥
忠
、
同
b
h
H
H
3
A
N
3
F
C
ロ(円
D
P

H
匂
(
凶

O
J
〈
o
-
N
ヨ
]
当
日
N
匂

l
H
印

N
e

(
6
)

矢
津
利
彦
編
誇
『
イ
エ
ズ
ス
曾
士
中
図
書
簡
集
(
一
)
康
照
編
』

(
平
凡
枇
一
九
七
O
)
一二

O
頁
。
こ
の
編
認
書
は
以
下
の
書
の

中
の
中
園
閥
係
書
簡
を
日
本
語
詳
し
た
も
の
で
あ
る
(
以
後
の
註
に

お
い
て
掲
げ
る
矢
淳
氏
編
詩
書
も
す
べ
て
同
様
)
。
ト
ミ
む
な
ミ
N

¥
ミ
ミ
2
ミ
ミ
、
右
足
』
2
、
内
刈
町
三
守
白
色
町
』
同
お
と
さ
ま
同
な
U
M
N
h

円札、。
b
Z
O
戸A

〈
巾
-
-
巾

九
山

L
H
E
C
ロヨり。〈
o-
印岨同)日ロタ]{吋∞
O
l

一戸、吋∞
ω

(
7
)
た
と
え
ば
債
州
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
せ
よ

0
(
U
E
ュ2

円L
O

ロ
}
q
o
F
』
wN

入山内
8
5
H
A
¥
志、叫
J
3昌
弘

r
s
E
h
hヌ
H
L
C

ロ
L
o
p
-
吋
日
目
リ

官
官

H
C
C
H
C
H

(
8
)

〈
山
口
口
一
ユ
ロ
Y
D
t
v
Q
N
J
M
)

円九戸

(
9
)

「
卑
港
浪
商
貿
』
(
二
)
五
一
五
頁
。

(ω)
国
自
己

-zp
。
』
守
口
?
〈
o
-
e
N
ヨ
官
官

H
N
日

H
N匂

(
日
)
「

R
E戸
。
百
円
札
円
ヨ
3

H

H

ω
叫

E

H

E

N

慶
州
城
内
外
の
描
寓

は
、
同
書
第
六
章
を
参
照
せ
よ
。

(
ロ
)
カ
レ
リ
に
闘
す
る
記
遮
は
次
に
採
っ
て
い
る
。

0
0
自
己
ロ
(
リ
同
月
ロ
リ

入山て。いてお旬、、。
S
H
礼
忠
司
割
、
。
ぇ
A

H
口
〉
山
H
H
L

』(リ「戸同門}】己]⑦〔目印リ入山

十

11 
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法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
国
中
日
宍
)
寸
・

3

E
待

ー「

H
L
O
ロ〔日

c
p
一
{
吋
品
九
「
官
官

。
。
九
九
ミ
N

喜
久
で
ミ
RHh内
室
礼
司
、
雪
之
が

N
吋
ω

N
∞]「

ω
∞印

ω
匂

ω
。

(
日
)
宮
崎
州
に
お
け
る
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
ト
競
に
闘
す
る
記
遮
は
、
特
に
注

記
し
な
い
か
ぎ
り
次
に
撮
っ
て
い
る
。
入
山
~
。
ど
さ
と
。
¥
N
F
?『
N
a
同

町
、
室
内
b
N川喜
F
Q
E
V
芯

(
U
P
P
P
M
q
h
w
∞
H
U
W
Q
N
可
山
口

ω
E
Z
(
H
H
H
O
B
S

EHH
百戸
E
H
印
}
毘
〔
山
吉
山
口
戸
田
門
口
町
門
『
可

ω
日
目
切
山
口
H
H
Z
Z
ア

「

G
E仏
o
p

Hmw
印。，

H)日

U
H
-
-
一戸日

ω

(
日
)
『
イ
エ
ズ
ス
曾
土
中
図
書
簡
集
(
一
)
康
照
編
」
一
九
O
頁。

(
日
)
矢
浮
利
彦
編
誇
『
イ
エ
ズ
ス
合
同
上
中
国
書
簡
集
(
五
)
紀
行
編
』

(
平
凡
壮
一
九
七
四
)
二
ヱ
ハ
頁
。

(
日
)
向
上
書
、
二

0
1
一
一
一
頁
。

(η)
向
上
書
、
三
五
!
二
一
六
頁
。

(
四
)
向
上
書
、
八
七
頁
、
『
イ
エ
ズ
ス
舎
土
中
図
書
簡
集
(
一
)
康
照

編
」
二
二
五
頁
。

(
日
)
阿
山
田
ユ
国
司
ロ
R
F
R
(円
リ
ヘ
山
ぷ
叫
な
の
と
お
偽
記
河
札
む
た
2
N
h
A
S
a
s
h叫
志
向

しN
U
W
S
お
お
礼
し
N∞
芯

(U3NHNhwh呂
h

Z

2弓

Jへ
ロ
ユ
ハ
ヨ
目
。
叶
O
叫
官
官
吋
叶
∞
C
ヨ
H
C
H

N
C匂

N
H
C
a
N
N
ω

出

回

E
C
H
2
a
叫

JF町
内
F
3
2
R
E
A
¥
H
r
N凶
b
h
H
E

礼
N
Q
(リ
。
号
、
ぬ
お
河
内
3
Q
A
Vお
一
向
芯
(
ぷ
N
P
Q
N
G
ω
U
N
∞
ω
《
「
ロ
ロ
ι
o
p

H匂
N
⑦

ωλ
「

〈
o
-
H
u
叶
日
F
F
D
H
肘
ロ
m
E印}戸

ω
}戸
宮
司
}
戸
ロ
『
円
門
戸
《
同
O
L
円。

(リ
F
H
口
同
『
O
H
F
O
何
日
目
件
目
ロ
岳
山
の
O
B
]
u
m
g
H
2
u
日同
O
E
H⑦
ω
日
円
O
H
叶印
ω

(
鈎
)

]

2

2

切
何
日
目
。
タ
呂
町

p
h
p
h
b
言

。

b
S
F
2認
さ
ヘ
山
5

5

N

ミ
Hb内
H
S号
、
右
足
立
。
弘
吉
弘
河
内
N
D
H
E
W
N
M
F
a
H
E
2
w
N
同
wNhNqwN人
品
川
刊
に
の
b
S
Q

L

子
。
喜
志
、
討
さ
白
し
同
月
述
。
芯
円
ぞ
吋
S
w
b
M
∞屯
ω
品
川
刊
に
む
益
還
藷
見
、
泊
三
。
¥
h
Q

H町
、
~
)
内
誌
な
も
菖
S
H
F

円
。
ロ
門
円
O
出
向
ロ
門
日

Z

2当

Jへ
O
H
r
J

同
市
山
、
吋
少
官
官

印。
l
G
C

681 

」

(
幻
)
「
天
主
教
」
第
一
冊
一

頁。

(
包
)
「
康
鼎
朝
漢
文
株
批
奏
摺
蒙
編
』
(
槍
案
出
版
枇

一
冊
七
O
二
頁
。

(
お
)
「
渡
門
問
題
』
(
一
)
八
二
頁
、
『
康
照
朝
漢
文
株
批
奏
摺
蒙
編
』

第
一
冊
七

O
二
頁
。

(
但
)
「
天
主
救
」
第
一
冊
一
一
一
頁
。
「
漉
門
問
題
』
(
一
)
七
三
、
八
二

頁。

(
お
)
「
漉
門
問
題
』
(
一
)
七
九
1

八
二
頁
。

(
お
)
「
決
門
問
題
』
(
一
)
九
四
、
九
七
頁
。

(
幻
)
陳
昂
の
上
奏
に
関
す
る
記
述
は
、
特
に
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
次
に

擦
っ
て
い
る
。
『
清
賓
録
』
康
照
五
六
年
四
月
戊
戊
(
一
四
日
)
の

候
、
お
よ
び
康
照
五
七
年
二
月
丁
亥
(
八
日
)
の
候
。
矢
津
利
彦
編

諜
『
イ
エ
ズ
ス
舎
土
中
図
書
簡
集
(
六
)
信
仰
編
』
(
平
凡
枇
一

九
七
四
)
一

O
一
l
一
四
O
頁。

(
お
)
ア
ン
競
事
件
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
せ
よ
o
H
W
E
H
2

も

QeHJH)
印
匂

(
鈎
)
呉
伯
姐
「
嘘
儀
之
宇
爆
後
后
康
配
…
到
惇
敦
士
的
態
度
」
(
「
歴
史
棺

案
』
二

O
O
二
年
第
三
期
)

0

(
鈎
)
「
イ
エ
ズ
ス
命
日
土
中
図
書
簡
集
(
六
)
信
仰
編
』
一
一
八
頁
。

(
乱
)
「
天
主
救
」
第
一
冊
三
六
、
四
九
、
五

O
頁。

(
沼
)
「
卑
港
浪
商
貿
』
(
一
)
一
四
七
頁
。

(
お
)
「
決
門
問
題
』
(
一
)
一
一
一
一
四
i
一一一一五頁。

(
災
)
賓
際
に
は
、
満
保
の
奏
摺
に
先
立
つ
同
年
二
月
に
、
礎
科
掌
印
給

事
中
法
敏
が
禁
致
請
願
の
上
奏
を
行
っ
て
お
り
(
『
決
門
問
題
』

一
頁
。
「
濃
門
問
題
』
(
一
)
七
三
l
七
八

一
九
八
四
)
第

十

11 
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(
一
)
二
二
二
一
l
一
二
一
四
頁
)
、
す
で
に
伏
線
は
敷
か
れ
て
い
た
。

宣
救
師
た
ち
も
、
禁
致
は
羅
正
帝
と
涌
保
と
の
聞
で
密
か
に
取
り
決

め
ら
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
い
た
(
矢
淳
利
彦
編
誇
『
イ
エ
ズ
ス
曾

土
中
岡
書
簡
集
(
二
)
羅
正
編
』
平
凡
壮
一
九
七
一
二

O
頁)。

嘗
時
の
一
組
建
省
の
禁
教
の
状
況
は
、
『
イ
エ
ズ
ス
合
士
中
岡
書
簡
集

合
乙
羅
正
編
」
の
第
一
書
簡
に
詳
し
い
。

(
お
)
『
天
主
教
』
第
一
般
五
六
百
ハ
o

満
保
の
二
度
の
上
奏
を
援
護
す
る

か
の
よ
う
に
、
中
央
か
ら
も
禁
教
を
請
願
す
る
上
奏
が
行
わ
れ
て
い

る
(
『
湊
門
問
題
』
(
一
)
二
今
一
五
l
一
三
七
頁
)
。
ま
た
、
『
イ
エ
ズ

ス
曾
土
中
図
書
簡
集
つ
乙
嘉
正
編
』
の
第
一
書
簡
に
は
、
一
岨
建
事

件
以
来
、
落
正
帝
は
謹
書
人
か
ら
二

O
通
以
上
の
反
キ
リ
ス
ト
教
嘆

願
書
を
受
け
取
っ
て
い
る
、
と
あ
る
(
四
O
頁
)

0

(
お
)
『
天
主
教
』
第
一
冊
五
七
頁
。
な
お
、
禁
致
令
に
到
す
る
宵
中
の

宣
教
師
た
ち
の
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
『
イ
エ
ズ
ス
合
士
中
岡
書
簡
集

つ
乙
羅
正
編
」
の
第
一
書
簡
を
参
照
せ
よ
。

(
釘
)
『
天
主
教
』
第
一
冊
五
八
l
六
O
頁。

(
お
)
フ
ラ
ン
ス
束
イ
ン
ド
舎
一
吐
船
が
イ
ギ
リ
ス
に
追
従
し
た
こ
と
、
お

よ
び
こ
の
後
に
来
航
し
た
フ
ラ
ン
ス
束
イ
ン
ド
舎
一
吐
船
の
ほ
と
ん
ど

が
慶
州
に
入
港
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

ヨ
H
W
(
U
F
O
C
ロ
悶
リ
同
2
N
h
足
、
尽
か
き
な
え
の
き
芯
弓
(
u
b
H
S
号
、
足
、
、
D
Eおな

N
S
~
叫
言
。
司
E

H内

3
N
叫
JvhhHむ
F
N
G
M山
4
N
u
w
h
u角

田

口

r
B
Gロ
子

zq戸官
官

N

∞
ω
φ

「
0
5田
口
O
H
B
H
m
口
一
可
ヨ
ト
ぬ

(
u
b
N
号
ミ
コ
U
R
&
S
H
h
q
内
。
遺

書
有
町
内
お
の
お
お
H

S

Q

N

h

U

円
高
内
』
N
九
円

r
N
u
d
h
u
H

∞川w
h
H
日

ν山
口
印
リ
同
匂
。

kr

g-HUH)
目
印
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
一
七
一
八
年
か

ら
中
岡
貿
易
を
開
始
し
た
オ
ス
テ
ン
ド

(
O印

Z
E
)
舎
枇
船
、
一

」

七
二
八
年
か
ら
中
園
と
の
直
接
貿
易
を
再
開
し
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
曾
枇
船
、
そ
れ
ぞ
れ
は
じ
め
て
一
七
一
一
一
一
年
と
一
一
一
一
一
年
に
来
航
し

た
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
東
イ
ン
ド
舎
枇
船
、
お
よ
び
イ

ン
ド
か
ら
出
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
・
ア
ル
メ
ニ
ア
・
イ
ス
ラ
l
ム・

パ
l
ル
シ
l
各
ー
同
人
の
地
方
貿
易
船
も
慶
州
に
来
航
す
る
の
を
常
と

し
た
。
た
だ
し
マ
ニ
ラ
か
ら
の
ス
ペ
イ
ン
船
は
、
渓
円
以
外
に
慶
門

に
も
来
航
し
、
ま
た
米
穀
を
載
淫
し
た
シ
ャ
ム
船
は
慶
州
と
と
も
に

慶
門
・
寧
波
に
も
寄
港
し
た
。

(
お
)
「
卑
港
渓
商
貿
」
(
一
)
一
二
会
二

l
二
-
二
六
頁
、
二
四
四
!
二
四

五
頁
。

(
却
)
「
天
主
救
」
第
一
冊
六
八
l
七
一
頁

o
E号
港
浪
商
貿
」
(
一
)
四

九一

l
四
九
二
頁
。
『
イ
エ
ズ
ス
舎
土
中
図
書
簡
集
(
六
)
信
仰
編
」

の
第
一
五
・
一
六
書
簡
に
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
戴
進
賢
は
こ
の

時
も
、
通
信
と
貿
易
の
必
要
性
を
理
由
に
、
二
、
三
人
の
「
西
洋

人
」
を
慶
州
に
憎
め
る
こ
と
を
請
願
し
た
が
、
こ
れ
は
許
可
さ
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
(
「
卑
港
浪
商
貿
』
(
一
)
四
九
四
1

四
九
六
。

矢
淳
利
彦
編
誇
「
中
園
の
布
数
と
迫
害
イ
エ
ズ
ス
合
同
士
書
簡
集
』

平
凡
壮
一
九
八
0
7
1
六
頁
)

0

(HU)

「
湊
門
問
題
』
(
一
)
一
七
回

l
一
七
五
頁
。
ロ

g
E
N
H
w
g
g

含

ω
H
r
p
♀
言
。
~
。
h
H
Q
§
~
出
量
、
ミ
弘
、
足
ぬ
ミ
ロ
~
山
宮
古
匂
同
(
ぐ
o-

国

)
v
E山
内
向
戸

a
E
ミリ

3

2
口
。
こ
の
問
題
は
黄
捕
に
停
泊
し
て

い
る
オ
ラ
ン
ダ
船
が
し
ば
し
ば
競
砲
を
放
つ
こ
と
を
直
接
の
き
っ
か

け
と
し
て
い
る
が
、
宣
教
師
の
襖
門
へ
の
排
除
と
同
時
期
で
あ
る
こ

と
、
居
、
州
左
翼
副
都
統
毛
克
明
が
黄
捕
か
ら
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
税

課
の
観
貼
か
ら
反
針
し
た
の
に
釘
し
て
、
潅
正
帝
が
「
汝
所
陳
不
便
、
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比
向
税
務
銭
糧
之
不
便
、
未
念
及
地
方
永
遠
之
便
輿
未
使
也
」
〔
『
卑
港

湊
商
貿
」
つ
乙
五
一
五

l
五
一
一
一
頁
〕
と
株
批
を
加
え
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
些
細
な
事
柄
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
オ
ラ
ン
ダ
船
の
競
砲
問
題
に
つ
い
て
は
、

以
下
に
も
記
述
が
あ
る
。
日

υz-出
向

]50円
四
日
立
の

F
E門戸山口

問

O
Eロ
ハ
込
山
⑦
(
目
印
リ
与

H
u
g
h白
haG
円。

(
u
b
s
n
H

の
え
言
。
む
号
、
守
口
ぱ
勺
札

hN
ミ
。
¥
忠
、
町
q
a
h
N
G民
間
h
b
N円
b
h
H
Hお
に
言
。
ロ
き
も
お
お
ハ
て
阿
h門司、九
N
H
E
W
N
S

。SN芯
タ
ト
目
、

ωい

Nω~ww

。ozrcHmuHhv匂⑦リ司
-
O印

(
必
)
『
皇
宮
珍
槍
」
第
二
冊
一
一
一
一
}
{
二
二
七
頁
。

(
必
)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
二
)
七
七
九

1
七
八
四
頁
。
洩
門
海
防
同
知

に
つ
い
て
は
、
井
上
裕
正
「
カ
ン
ト
ン
健
制
と
マ
カ
オ
|
|
ア
ヘ
ン

戦
争
前
、
清
朝
に
よ
る
渓
門
管
理
を
中
心
に
|
|
」
(
科
研
研
究
成

果
報
告
書
『
中
国
歴
代
王
朝
の
都
市
管
理
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

一
九
九
九
所
牧
)
に
詳
し
い
。

(
叫
)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
二
)
八
六
三
l
八
七
O
頁
。
『
渓
門
記
略
』
官

守
筋
。
郭
廷
以
『
近
代
中
岡
史
』
(
商
務
印
書
館
一
九
七
一
)
第

一
則
五
二
一

l
五
一
四
頁
。

(
日
目
)
『
皇
宮
珍
棺
』
第
二
冊
二
二
九

1
二
三
七
頁
。
『
卑
港
浪
商
貿
」

(
二
)
九
八
二

l
九
九
三
頁
。
乾
隆
九
年
正
月
一
五
日
附
け
の
慶
州

将
軍
策
拐
等
の
奏
摺
(
『
卑
港
襖
尚
貿
』
(
二
)
八
九

0
1
八
九
五

頁
)
に
は
「
海
防
同
知
」
の
語
が
見
え
ず
、
四
月
一
一
日
附
け
の
馬

爾
泰
等
の
奏
摺
(
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
二
)
八
九
六
1

九
O
一
頁
)
に

は
「
海
防
同
知
印
光
任
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
賓
際
に
設
立
さ
れ
た

時
期
は
翌
九
年
春
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
必
)
『
決
門
記
略
」
官
守
篇
。

683 

」

(
U
)

「
油
供
門
問
題
』
(
一
)
二
三
八
!
二
四
五
頁
。
『
湊
門
記
略
』
官
守

出馬。

(
刊
日
)
〉
ロ
(
同
日
田
「
]
戸
口
問
団
円
。
(
】
?
入
山
尚
同
員
。
コ
ミ
~
h
F
R
円
ト
ミ
HF
吋
可
竜
門
ミ
ー

陶
器
た
弘
氏
之
内
君
-
2
H
b
s
h
p
p
Q
W
Q
N
N
札。」
J

p

h
。
言
お
お
の
お

s
a
R
〔u
b
S
3与

お
お
礼
』
凡
な
き
お
宮
〔
U
F
S
F
切

g
z
p
H
∞
ω⑦ヨ

E
N∞
巴
こ
の
問
題

を
め
ぐ
る
宣
明
東
官
僚
と
襖
門
側
の
謄
酬
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
一
七

四
六
年
三
月
九
日
・
八
月
七
日
、
一
七
五

O
年
の
各
僚
に
も
記
事
が

あ
る
。

2
r
p
e・
ミ
リ
官
官

2
4
3

(ω)
「
東
波
塔
』
第
一
三
六
七
番
文
書
(
下
珊
七

O
三
頁
)
o

同
書
に

は
、
同
じ
乾
隆
一
九
年
に
、
第
一
三
六
八
番
文
書
(
下
冊
七

O
四

頁
)
・
第
一
四
一
瓦
番
文
書
(
下
冊
七
三
一
頁
)
な
ど
、
同
様
の
『
リ
入

室
田
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
れ
は
乾
隆
一
六
(
一
七
五
一
)
年
間
五
月
一
一
一
日
夜
に
、
ォ
ラ

ン
ダ
の
「
大
班
」
が
三
人
の
女
性
と
と
も
に
麿
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
入
っ
た
事
件
の
後
に
定
め
ら
れ
た
規
別
で
あ
る
。
『
函
号
海
闘
志
』

を
二
七
・
『
一
民
束
海
防
匿
覧
』
巻
三
七
参
照
。

(
日
)
以
下
に
も
手
績
き
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
ど

E
切
な
(
片
も

内
N
円

リ

同

)

N
市
山

(
臼
)
ユ
ン
グ
ス
テ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
一
七
五
七
年
二
月
九
日
の

こ
と
で
あ
る
O
L
S
R

(
日
)
「
天
主
救
」
第
一
冊
七
八
l
八
二
百
円
、
八
四
1

九
O
頁
。
矢
淳
利

彦
編
誇
『
イ
エ
ズ
ス
合
同
士
中
図
書
簡
集
会
二
)
乾
隆
編
』
(
干
凡
枇

一
九
七
二
)
の
第
七
書
簡
に
も
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

(
日
)
「
天
主
数
」
第
一
冊
九
三
頁
。

(
日
)
「
天
主
救
』
第
一
冊
一
五
三
頁
。
『
イ
エ
ズ
ス
曾
土
中
図
書
簡
集

十
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(
三
)
乾
隆
編
」
第
八
書
簡
に
も
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

(
日
)
『
天
主
教
』
第
一
冊
一
一
一
四
1
一
一
一
六
頁
。

(
日
)
『
天
主
教
』
第
一
冊
一
一
一
一
一

1

二
三
二
頁
。

(
回
)
『
天
主
教
』
第
一
冊
八
六
頁
。
『
天
主
数
』
第
一
冊
一
一
六
l
一

一
八
頁
。
ま
た
、
こ
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が
捕
獲
さ
れ
た
例
が
以
下

に
見
え
る
。
『
束
波
塔
」
第
八
二
八
文
書
(
L
L

冊
四
二
五
頁
)

0

(
印
)
『
天
主
教
』
第
一
般
一
瓦
四
l
一
一
九
九
頁
、
一
六
四
l
一
六
八
頁
、

一
七
一

l
一
七
二
頁
。

(
削
)
『
渡
門
問
題
」
(
一
)
二
九
五
l
二
九
六
頁
。

(
臼
)
乾
隆
帝
の
こ
の
疑
念
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
雨
康
総
督

楊
磨
掘
の
報
告
に
よ
り
、
こ
れ
以
上
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

『
卑
港
浪
商
貿
』
(
三
)
一
二
三

0
1
一
二
三
七
頁
、
二
一
四
六
l

一
二
四
八
頁
。

(
位
)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
一
二
)
一
二
八
0
1
一
二
八
二
頁
、
二
一
八
六

ー
二
一
八
七
頁
。

(
臼
)
『
宮
中
槍
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
六
輯
(
園
立
故
宮
博
物
院

七
二
年
)
三
九
二
!
二
一
九
五
頁
。

(
倒
)
『
宮
中
檎
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
六
輯
三
九
二
頁
。

(
町
)
『
卑
港
決
商
貿
』
(
三
)
一
五
九
一

l
一
五
九
三
頁
。

(
侃
)
『
卑
港
決
商
貿
』
(
三
)
一
五
九
六
頁
。

(
訂
)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
一
二
)
一
六

O
二
!
一
六
一
三
百
円
、

ー
一
六
二
八
頁
。

(
侃
)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
三
)

(ω)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
二
一
)

(
同
)
『
卑
港
襖
商
貿
』
(
三
)

一
六
二
九
l
一
六
四
四
頁
。

一
六
五
回
1

一
六
五
九
頁
。

一
六
五
九
頁
。

」

民
園

一
六
二
七十

(
九
)
「
卑
港
渓
商
貿
』
(
一
一
一
)
一
六
六
四
i
一
六
七
五
頁
。

(η)

「
卑
港
浪
商
貿
』
(
三
)
一
六
八
0
1
一
六
八
五
頁
。

(
ロ
)
「
決
門
問
題
」
(
一
)
三
二
二

l
一
一
二
八
頁
、
「
卑
港
浪
商
貿
』

(
四
)
一
七
五
五
l
一
七
六
二
頁
、
一
七
七
三
!
一
七
七
七
頁
、
一

八
O
二
l
一九

O
O
頁
、
一
九
九
0
1
一
九
九
二
頁
。

(
九
)
『
卑
港
渓
商
貿
』
(
三
)
一
一
一
八
一
頁
、
一
五
九

O
頁。

(
お
)
『
卑
港
浪
商
貿
』
(
四
)
一
九
四
五
l
一
九
四
六
百
円
、
一
九
六
五

ー
一
九
六
七
頁
、
一
九
九
0
1
一
九
九
二
頁
。
『
清
賓
録
』
乾
隆
二

五
年
正
月
辛
未
(
二
五
円
)
の
除
。

(
祁
)
「
卑
港
浪
商
貿
』
(
四
)
一
九
九
八
1
一一

O
一
五
頁
。
『
清
賓
録
』

乾
隆
二
四
年
二
一
月
戊
子
(
一
二
日
)
の
係
。

(η)

「
東
波
塔
」
下
冊
七
O
一二頁。

(
刊
日
)
「
東
波
塔
」
下
冊
七
O
七
頁
。

(
乃
)
「
贋
東
海
防
匿
時
見
』
巻
三
七
。

(

町

山

)

同

)

印

己

岡

山

-
5
2
m
戸ロ門円

(
U
F
E出

t
m
g
同

O
Eロ
ロ
「
戸
。

v・
2
ト
官
官

H
G
U
H
G
ω
 

(
剖
)
(
U
F
R
-
2
司

Z
o
z
p
入

山

で

D
y
a
h吋
芯
忠
、
同
h
a
H
」
「
お
礼
N
3
2
N
U
N
q

お
お
礼

N
1
4
~
w
s
H
L
C
口
(
H
o
p
]戸
、
吋

G
Nゆ
官

官

凶

印

印

s
N
H
仏

N
H印ゆ

N
九
戸
∞

N
印

C
ゆ

ω
c
c
 

(
回
)
〉
-
H
R
ι
ω
唱
の
ロ
ロ
2

0

門
「
足
、
言
。
N
喜
久
司
ミ
言
語
同
N
D
b
q

ヘNU
1
4
4

H
U
W
U
W
Sゆ

H
k
g
L
D
口
a
z
z
a
M
6
N
N印
v
N
N
P

た
だ
し
、
郊
外
行
き
は

許
さ
れ
て
い
る
、
と
も
ヒ
ツ
キ
l
は
書
い
て
い
る
。
官
官

N
C川

V
I
N
E
e

(
出
)
(
u
b
s
a内
見
も
2
N
円。、いて'〈
o
-
e
f

官官

N
H
K
H
N
H
匂

(
但
)
た
だ
し
、
乾
隆
二
一
六
(
一
七
七
一
)
年
か
ら
し
ば
ら
く
の
問
、
渡

門
と
宮
中
の
宣
教
師
た
ち
と
の
中
継
役
と
し
て
、
慶
州
に
宣
教
師
が

11 
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滞
在
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
呉
伯
姐
『
康
羅
乾
三

帝
奥
西
間
半
東
漸
」
(
宗
教
文
化
山
版
枇
二

O
O
二
)
一
一
一
一
一
頁
。

(
釘
)
米
航
船
お
よ
び
船
員
は
黄
捕
に
停
泊
・
滞
留
し
て
い
る
。
来
航
民

間
貿
易
の
全
住
像
に
つ
い
て
は
、
前
掲
村
尾
進
「
珠
江
・
麿
、
州
・
渓

門
|
|
英
文
お
よ
び
給
量
史
料
か
ら
見
た
「
カ
ン
ト
ン
・
シ
ス
テ

ム
」
」
、
お
よ
び
句
〉
〈

2
3介
。
前
掲
圭
目
を
参
照
せ
よ
。

(
叩
叩
)
朝
貢
船
お
よ
び
船
員
は
黄
捕
に
停
泊
・
滞
留
し
て
い
る
。
慶
州
に

お
け
る
シ
ヤ
ム
の
朝
貢
に
つ
い
て
は
、
前
掲
村
尾
進
「
懐
遠
四
時
」
を

参
照
せ
よ
。

(
釘
)
『
天
主
救
』
第
一
冊
一

O
九
頁
。

(
∞
∞
)
『
卑
港
決
商
貿
』
(
一
)
一
一
四
一

j
i
l
l
-

二
四
四
頁
。
こ
の
時
の
シ
ヤ

ム
王
の
振
遣
は
入
貢
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て

い
る
。
『
海
園
四
説
』
巻
二
「
遅
羅
岡
一
こ
羅
正
二
年
の
候
。

(
鈎
)
『
夷
気
聞
記
」
(
中
華
書
局
一
九
八
五
)
一
四
五
頁
。
断
句
の

設
り
は
訂
正
し
て
詳
し
た
。

(
別
)
原
文
は
次
の
通
り
(
本
文
で
は
、
「
刺
鮮
一
因
率
先
妓
順
」
か
ら

「
宗
伯
掌
之
」
ま
で
、
お
よ
び
「
彼
世
泳
皇
仁
」
以
下
の
部
分
を
省

略
し
た
)

0

「
我
朝
威
徳
車
敷
、
遠
無
弗
届
、
朝
鮮
一
一
幽
率
先
放
順
、

厭
後
琉
球
・
越
南
・
日
本
相
縫
叩
閥
、
成
稽
属
園
、
同
奉
正
朔
、
久

列
藩
封
、
方
物
貢
期
、

E
H
蹄
定
則
、
此
外
則
西
海
第
阪
、
従
古
未
通

之
園
、
廃
不
向
化
輪
誠
、
梯
責
航
深
、
米
庭
恐
後
、
入
貢
遁
路
、
例

按
海
洋
遠
近
、
分
隷
沿
透
各
省
、
宗
伯
掌
之
、
由
虞
東
入
貢
者
、
惟

逗
羅
・
荷
蘭
・
西
洋
所
属
意
大
里
国
・
博
爾
都
喝
爾
雅
以
逮
岐
陪
附

諸
国
、
持
居
使
舟
至
境
、
大
吏
以
問
、
報
奉
合
旨
、
燕
努
有
典
、
伴

迭
有
官
、
厚
往
薄
来
、
恩
施
優
渥
、
臣
海
邦
生
長
、
耳
濡
日
染
、
縁

685 

」

牒
難
主
宍
然
往
籍
可
徴
、
邸
方
隅
典
故
、
己
足
規
一
一
統
無
外
之
規
、

聖
徳
懐
柔
之
遠
、
典
前
代
追
使
招
致
者
廻
殊
、
彼
世
泳
皇
仁
、
所
佐
川

感
激
歓
欣
、
首
不
知
如
何
鼓
舞
、
其
有
吐
最
尤
之
霧
而
煽
鯨
悦
之
波

者
、
使
天
良
未
沢
、
静
念
持
何
以
魚
心
」
(
『
海
図
四
説
』
「
卑
遁
貢

凶
説
」
巻
一
「
逗
羅
園
こ
)
。
梁
廷
栴
の
こ
の
一
文
が
イ
ギ
リ
ス
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
、
「
其
有
吐
最
尤
之
霧
而
煽
鯨
飼
之
波

者
、
使
天
良
未
浪
、
静
念
将
何
以
潟
心
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
庚
州
の
フ
ァ
ク
ト
リ
l
に
常
駐
し
、
ま

た
キ
リ
ス
ト
教
の
内
地
布
教
(
こ
の
懸
念
か
ら
著
さ
れ
た
の
が
、

『
海
図
四
説
」
中
の
一
篇
「
耶
蘇
救
難
入
中
図
説
」
で
あ
る
)
と
イ

ギ
リ
ス
領
事
の
入
城
を
ね
ら
う
(
「
夷
気
聞
記
』
の
巻
五
は
す
べ
て

こ
の
テ
1
マ
に
閲
す
る
記
述
で
あ
る
)
こ
と
で
、
朝
貢
の
空
間
と
し

て
の
贋
州
を
侵
犯
し
よ
う
と
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
、
何
を
わ
き
ま

え
る
(
麿
州
が
表
象
す
る
皇
帝
の
「
一
統
無
外
の
規
」
と
「
聖
徳
懐

柔
の
遠
」
)
べ
き
か
を
教
え
て
や
る
た
め
に
『
卑
遁
貢
凶
説
』
を
著

し
た
と
い
、
つ
の
で
あ
る
。

(
幻
)
「
至
倫
口
静
墨
惑
於
華
夷
之
耕
、
此
蓋
因
昔
之
歴
代
人
君
不
能
使
中

外
一
統
、
而
自
作
此
彊
彼
界
之
見
耳
、
朕
讃
洪
武
賓
訓
、
見
明
太
剥

時
時
以
防
川
氏
防
遺
骨
坤
念
、
:
・
其
威
徳
不
足
以
撫
有
蒙
古
之
衆
、
故
脱

税
以
防
透
忠
、
然
終
明
之
世
、
屡
受
蒙
士
円
之
侵
援
、
費
数
高
蔦
之
生

民
膏
血
、
中
園
矯
之
披
弊
、
而
亡
明
者
即
流
民
李
白
成
也
、
・
先
有

畏
催
蒙
占
之
意
而
不
能
頑
佐
川
一

Y

家
、
又
何
以
成
中
外
一
統
之
規
、

.. 

世
相
君
臨
寓
邦
、
聖
組
重
照
累
沿
、
合
古
来
古
・
中
園
成
一
統
之
盛
、

併
束
南
極
遅
番
夷
諸
部
倶
蹄
版
園
、
是
従
古
中
園
之
彊
宇
至
今
日
而

開
廓
、
凡
属
生
民
皆
嘗
慶
幸
者
、
向
何
中
外
華
夷
之
可
言
哉
」
(
巻

十
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一一)。

(
児
)
謹
書
人
の
支
持
を
回
復
す
る
た
め
に
、
即
位
前
か
ら
す
で
に
羅
正

帝
が
林
一
市
殺
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
持
っ
て
い
た
こ
と
、
政
権
の
重
要

課
題
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
(
そ
し
て
ロ
シ
ア
)
へ
の
釘
感
と
ペ
ア
に

し
て
宣
教
師
の
麿
束
へ
の
排
除
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
『
イ
エ
ズ
ス
曾
土
中
図
書
簡
集
(
二
)
羅
正
編
』
四
六
1
四
七

頁
を
参
照
。
ま
た
、
「
同
部
の
平
定
」
と
慶
州
と
摘
出
門
が
つ
く
る
漫

彊
と
を
ペ
ア
に
し
て
述
べ
る
の
は
、
虞
東
の
地
方
官
・
士
大
夫
の
常

套
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
プ
リ
ン
ト
事
件
の
さ
な
か
に

編
集
・
刊
行
が
行
わ
れ
た
『
(
乾
隆
)
宮
崎
州
府
志
』
巻
二
「
慶
州
府

彊
域
形
勢
総
園
説
」
中
の
一
文
も
、
西
北
に
お
け
る
「
回
部
の
平

定
」
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
今
後
の
透
彊
の
最
大
の
課
題
と
し
て
束

尚
の
襖
門
を
取
り
上
げ
て
い
る
(
「
A
J
則
車
書
一
統
、
秦
越
一
家
、

其
要
害
常
不
在
西
北
而
在
来
南
失
、
至
波
浪
接
天
、
日
間
瀬
無
際
、
嬢

鏡
一
決
、
島
淑
孤
懸
、
番
夷
緊
族
、
海
舶
連
構
、
作
命
日
城
之
藩
街
、

加
要
莫
重
於
此
」
)

0

11 

(
m
m
)

た
と
え
ば
、
こ
の
過
程
に
あ
っ
て
、
幕
府
の
指
導
者
は
こ
と
さ
ら

に
宗
数
的
な
習
俗
の
ち
が
い
を
強
調
し
て
、
「
柿
敵
悌
敵
」
で
あ
る

と
キ
リ
ス
ト
教
を
排
撃
し
、
「
き
り
し
た
ん
図
」
と
「
榊
凶
」
を
封

比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
向
園
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
自
覚
し
て

い
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
朝
尾
直
弘
「
一
六
世
紀
後
半
の
日
本
|
|

統
合
さ
れ
た
枇
舎
へ
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
第
一
一
審
近

世
一
』
岩
波
書
庖
二

0
0
0

所
牧
)
五
五
頁
。

(
川
内
)
「
羅
正
株
批
論
旨
」
「
李
衡
」
嘉
正
六
年
八
月
八
日
・
九
月
二
五

日
・
一

O
月
一
七
日
の
奏
摺
。
『
卑
港
渓
商
貿
』
(
一
)
今
二
六
六
!
っ
一

六
七
頁
。
そ
も
そ
も
、
一
七
二

0
年
代
に
贋
州
に
お
け
る
東
イ
ン
ド

曾
枇
と
の
取
引
に
特
化
す
る
以
前
、
一
服
建
出
身
の
公
行
商
人
た
ち
は

主
と
し
て
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
の
ジ
ヤ
ン
ク
貿
易
に
携
わ
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
の
あ
る
者
は
寧
波
を
通
じ
た
日
本
銅
貿
易

の
濁
占
商
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
者
同
刊
の
r
o
o口
問
リ
屯
ミ
リ
害

]{匂リ

ωhF
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national state hardly permeate down to their level. In addition, yi on the margins

of territories ~ (in the borderlands) were the first line of defense and important

communication routes, and nevertheless there was a tendency for them to

frequently become the vital points of rebellion. From this it can be seen that the

methods of controlling distant locations was at that time extremely

underdeveloped.

In the fourth section, I examine the military role of the yi. Heretofore the

military role of the xian has been emphasized exclusively, but there was no

distinction between the xian and the yi in terms of advances in military

functionality, which was a universal phenomenon at the time. Here, I focus in

particular on military mobilization from the yi. Although the yi that would be the

object of military mobilization were geographically limited, it can be considered to

have functioned as an efficient means of controlling the yiren since it was

necessary to forcefully implement military mobilization. Then, military mobilization

in this manner became a turning point leading to the amelioration of the instability

of yi rule and promoting the strengthening of control.

THE TWENTY-FOURTH YEAR OF QIANLONG (1759):

THE BORDER FORMED BY GUANGZHOU

AND AOMEN (MACAO)

MURAO Susumu

Following the suppression of the Zheng ~~~, five ports including Guangzhou

and Xiamen JJrF~ (Amoy) were opened to civilian trade and maritime customs

were established. As a result foreign merchants were able to freely visit the five

ports and as long as they were within the port cities, the merchants were able to

do as they pleased. Furthermore, since they often transported Catholic

missionaries, the missionaries were thereafter freely able to enter and leave the

country through the five ports, move about, and settle in various places.

The first signs of a change appeared twenty years after the ports were

opened in the 43rd year of the reign of Kangxi (1704). Until that time, the British

merchant ships that carried out trade, voyaging along the southeastern coast at

Zhoushan -JitL1J and Guangzhou, and particularly at Xiamen (Amoy), willingly

abandoned Zhoushan and Xiamen, and thereafter it became customary for them to

visit only the port of Guangzhou. Subsequently, the decisive exclusion of
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missionaries began with the edict of emperor Yongzheng in the 12th month of the

first year of his reign (1723), when he ordered missionaries in each province to

assemble in either Beijing or Aomen i~ F~ (Macao) , and because large-scale

proselytizing was discovered in Guangzhou, the exclusion of missionaries to

Aomen was immediately carried out in the 7th month of the tenth year of his reign

(1723). As a result, the missionaries were concentrated in Aomen just as the

merchant vessels had previously been concentrated at Guangzhou.

The exclusion of foreign merchants to Aomen in the Qianlong era reached its

culmination in the 24th year of Qianlong's reign (1759) with 1) the institution of

elaborate controls in regard to Aomen, 2) the exposure of series of cases of

proselytizing following the discovery of proselytizing in Fuan mM$:J1t* county in

Fujian, and with the above two as the background 3) Flint's appeal to the throne

became a direct impetus to 4) the Five Regulations to control foreigners

~jj'Ej}~tI11* prohibiting foreign merchants from staying in Guangzhou over the

winter and determining their transfer to Aomen. James Flint's sailing into Ningbo

was merely a single incident in the process that led to the design of a border

space.

Within the territory formed by Guangzhou and Aomen that was ultimately

created due to the Five Regulations to control foreigners, a sharp contrast

emerged between Aomen, where the missionaries and foreign merchants resided,

and Guangzhou as a "space of tribute." This growing contrast was recognized by

literati of Guangzhou as an important protective border between China and the

outside world, and with the exclusion of missionaries and foreign merchants to

Aomen, Guangzhou, where the ritual of tribute alone was carried out, became a

space that symbolized the world-wide influence of the Emperor's virtue and the

unification of China and the outer world.

THE URBAN SOCIETY OF SYRIA FROM THE VIEWPOINT OF

HISTORICAL DEMOGRAPHY: A QUANTITATIVE ANALYSIS

OF NUPTIALITY TRENDS IN DAMASCUS

OKAWARA Tomoki

This article attempts a quantitative analysis of nuptiality trends in Damascus,

using marriage license (izinname) registers as a historical source. There was a

clear contrast in nuptiality trends in periods of crisis and in normal times in
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